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写真１　備前焼（彩色備前）　三十六歌仙置物



①　柿本人麿（左一）　
③　凡河内躬恒（左二）
⑤　大伴家持（左三）
⑦　在原業平（左四）
⑨　素性法師（左五） 
　　所在不明
⑪　猿丸大夫（左六）
⑬　藤原兼輔（左七）
⑮　藤原敦忠（左八）
⑰　源公忠（左九）
⑲　斎宮女御（左十）
㉑　藤原敏行（左十一）
㉓　源宗干朝臣（左十二）
㉕　藤原清正（左十三）
㉗　藤原興風（左十四）

㉙　坂上是則（左十五）
㉛　小大君（左十六）
㉝　大中臣能宣（左十七）
㉟　平兼盛（左十八）　

②　紀貫之（右一）　
④　伊勢（右二）
⑥　山辺赤人（右三）
⑧　僧正遍昭（右四）
⑩　紀友則（右五）

⑫　小野小町（右六）
⑭　藤原朝忠（右七）
⑯　藤原高光（右八）
⑱　壬生忠岑（右九）
⑳　大中臣頼基（右十）
㉒　源重之（右十一）
㉔　源信明（右十二）
㉖　源順（右十三）
㉘　清原元輔（右十四）
　　所在不明
㉚　藤原元真（右十五）
㉜　藤原仲文（右十六）
㉞　壬生忠見（右十七）
㊱　中務（右十八）　
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図１　写真１の配置
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写真 2 　備前焼（彩色備前）　三十六歌仙置物の箱（いずれも高19.0×幅46.3×奥行68.2cm)



①　柿本人麿（左一）

③　凡河内躬恒（左二）

⑤　大伴家持（左三）

④　伊勢（右二）

⑥　山辺赤人（右三）

②　紀貫之（右一）

写真 3 　備前焼（彩色備前）　三十六歌仙置物①〜⑥



⑦　在原業平（左四）

⑨　素性法師（左五）　所在不明

⑪　猿丸大夫（左六）

⑩　紀友則（右五）

⑫　小野小町（右六）

⑧　僧正遍昭（右四）

写真 4 　備前焼（彩色備前）　三十六歌仙置物⑦〜⑫



⑬　藤原兼輔（左七）

⑮　藤原敦忠（左八）

⑰　源公忠（左九）

⑯　藤原高光（右八）

⑱　壬生忠岑（右九）

⑭　藤原朝忠（右七）

写真 5 　備前焼（彩色備前）　三十六歌仙置物⑬〜⑱



⑲　斎宮女御（左十）

㉑　藤原敏行（左十一）

㉓　源宗干朝臣（左十二）

写真 6 　備前焼（彩色備前）　三十六歌仙置物⑲〜㉔

㉒　源重之（右十一）

㉔　源信明（右十二）

⑳　大中臣頼基（右十）



写真 7 　備前焼（彩色備前）　三十六歌仙置物㉕〜㉚

㉕　藤原清正（左十三）

㉗　藤原興風（左十四）

㉙　坂上是則（左十五）

㉘　清原元輔（右十四）　所在不明

㉚　藤原元真（右十五）

㉖　源順（右十三）



㉛　小大君（左十六）

㉝　大中臣能宣（左十七）

㉟　平兼盛（左十八）

写真 8 　備前焼（彩色備前）　三十六歌仙置物㉛〜㊱

㉞　壬生忠見（右十七）

㊱　中務（右十八）

㉜　藤原仲文（右十六）
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備
前
焼
（
彩さ

い

色し
き

備び

前ぜ
ん

）　
三さ

ん

十じ
ゅ
う

六ろ
っ

歌か

仙せ
ん

置お
き

物も
の�

重
　
根
　
弘
　
和

　
　
―
―
池
田
家
旧
蔵
品
の
紹
介
―
―

は
じ
め
に

　「
備
前
焼
（
彩
色
備
前
）　
三
十
六
歌
仙
置
物
」（
写
真
１
、
以
下
「
三
十
六

歌
仙
置
物
」）
は
、
や
き
も
の
で
あ
る
。
四
箱
に
分
け
て
収
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
箱
の
蓋
に
、「
彩
色
伊
部
／
三
十
六
歌
仙
　
四
箱
之
内
」（
写
真
２
）と
書
く
。

　
箱
に
あ
る
「
伊い

ん

部べ

」
と
は
、
備
前
焼
を
作
り
続
け
て
き
た
地
域
の
地
名
で
あ

る
。
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
四
四
）
の
後
半
か
ら
、
備
前
で
作
ら
れ
た
や
き

も
の
を
伊
部
と
表
記
す
る
例
が
増
え
（
重
根
二
〇
二
一
）、
近
代
以
降
、
一
九

四
〇
年
代
ま
で
は
、
備
前
焼
よ
り
も
伊
部
焼
と
呼
ぶ
ほ
う
が
一
般
的
で
あ
っ
た

（
目
賀
一
九
八
三
、
間
壁
一
九
九
〇
）。
現
在
は
、
備
前
焼
の
呼
称
が
一
般
化
し

て
い
る
た
め
、
本
稿
は
備
前
焼
の
表
記
を
使
用
す
る
。

　「
伊
部
」
の
前
に
は
、「
彩さ

い

色し
き

」
と
記
す
。
伊
部
焼
や
備
前
焼
と
呼
ば
れ
る
や

き
も
の
は
、
成
形
し
た
土
を
、
基
本
、
釉
薬
を
掛
け
ず
に
お
お
よ
そ
一
二
〇
〇

度
前
後
の
温
度
で
焼
成
す
る
。
そ
の
た
め
、
茶
色
で
単
色
の
印
象
が
強
い
。
し

か
し
、「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
が
着
け
ら
れ
、
と
て
も
色

鮮
や
か
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
彩
色
と
記
し
た
の
は
、通
常
の
伊
部
焼
（
備
前
焼
）

と
区
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　
備
前
焼
は
基
本
的
に
は
釉
薬
を
使
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
焼
き
締
め
陶
器
に
区

分
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
中
頃
に
は
白
色
に
発
色
す
る
土
に
透
明
釉
を

掛
け
た
も
の
、
幕
末
に
は
上
絵
付
け
を
し
た
も
の
を
伊
部
に
お
い
て
作
る
。

　
そ
の
た
め
、
備
前
焼
と
さ
れ
る
や
き
も
の
の
中
に
は
、
焼
き
締
め
陶
器
で
は

な
い
も
の
も
含
む
。
ち
な
み
に
、
前
者
は
白し

ろ

備び

前ぜ
ん

、
も
し
く
は
閑し

ず

谷た
に

焼や
き

の
一
種

と
さ
れ
、
後
者
は
絵え

備び

前ぜ
ん

と
呼
ば
れ
る
。

　
彩
色
備
前
（
伊
部
）
は
、
絵
備
前
と
は
異
な
る
。
絵
備
前
は
一
二
〇
〇
度
程

度
で
焼
成
し
た
後
に
色
絵
付
け
を
行
い
、
八
〜
九
〇
〇
度
で
再
度
焼
い
た
も
の

で
あ
る
（
桂
一
九
八
三
）。

　
そ
れ
に
対
し
て
彩
色
備
前
は
、素
焼
（
八
〜
九
〇
〇
度
の
焼
成
）
し
た
後
に
、

胡
粉
（
貝
殻
な
ど
か
ら
作
っ
た
白
色
顔
料
）
を
塗
り
、
そ
の
上
か
ら
絵
の
具
で

色
を
着
け
て
い
る
（
今
泉
、
小
森
一
九
二
五
）。

　
こ
う
し
た
釉
薬
を
掛
け
た
り
、絵
の
具
で
色
を
着
け
た
り
し
た
や
き
も
の
は
、

備
前
焼
に
含
ま
な
い
と
す
る
考
え
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と

ま
ず
、
伊
部
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
で
つ
く
り
続
け
て
き
た
や
き
も
の
を
備
前

焼
と
し
て
、
八
〇
〇
年
以
上
に
及
ぶ
歴
史
の
一
事
例
と
考
え
る
こ
と
に
し
た
。

　
パ
リ
万
博
開
催
の
翌
年
で
あ
る
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
、
日
本
で
初
め

て
編
纂
さ
れ
た
公
式
の
美
術
史
書
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
が
刊
行
さ
れ

る
。
そ
の
中
の
備
前
焼
の
項
目
を
見
る
と
、
彩
色
備
前
に
つ
い
て
の
記
述
は
な

い
。
し
か
し
、
備
前
焼
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
写
真
三
点
の
う
ち
、
二
点
が
彩
色

備
前
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
彩
色
備
前
が
備
前
焼
の
一
事
例
と
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
桂
一
九
八
三
）。
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一
　
三
十
六
歌
仙
と
は

　
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
三

十
六
歌
仙
」
と
は
、
す
ぐ
れ
た
歌
人
三
十
六
人
の
総
称
と
あ
る
。
た
し
か
に
歌

人
の
総
称
で
も
あ
る
が
、
三
十
六
歌
仙
が
成
立
し
た
当
初
は
、
歌
集
の
呼
び
名

と
し
て
も
使
わ
れ
た
。

　
三
十
六
歌
仙
の
母
体
と
な
っ
た
『
三さ

ん

十じ
ゅ
う

六ろ
く

人に
ん

撰せ
ん

』
は
、
平
安
時
代
中
期
最

大
の
文
化
人
と
も
い
わ
れ
る
藤ふ

じ

原わ
ら
の

公き
ん

任と
う

に
よ
り
、
一
〇
〇
九
（
寛
弘
六
）
年

か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
経
過
し
て
い
な
い
頃
に
編へ

ん

纂さ
ん

さ
れ
た
（
吉
海
二
〇
二

一
）。
三
十
六
人
の
歌
人
を
左
右
に
分
け
て
二
人
一
組
に
し
た
歌
合
形
式
で
、

有
力
歌
人
六
人
は
一
人
あ
た
り
十
首
、
そ
の
他
の
歌
人
三
十
人
は
一
人
あ
た
り

三
首
、
合
計
一
五
〇
首
の
歌
を
収
め
る
（「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
一

九
八
七
）。

　『
三
十
六
人
撰
』
に
掲
載
さ
れ
た
歌
人
三
十
六
人
の
歌
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一

首
を
選
ん
で
収
録
し
た
も
の
が
、「
三
十
六
歌
仙
」、
あ
る
い
は
「
三
十
六
人
歌

合
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
と
き
選
ぶ
歌
は
、
掲
載
さ
れ
た
三
十
六
人
の
歌
人
の

も
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
『
三
十
六
人
撰
』
に
収
録
さ
れ
た
歌
で
な
く
て
も

よ
か
っ
た
（
吉
海
二
〇
二
一
）。

　『
三
十
六
人
撰
』
は
も
ち
ろ
ん
、
当
初
の
「
三
十
六
歌
仙
」
は
歌
の
み
を
記

し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
選
ば
れ
た
歌
に
、
歌
人
の
絵
を
添
え
た
作
品
が
登
場

す
る
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」
で

あ
る
。
久く

保ぼ

田た

藩は
ん

（
秋
田
県
）
佐さ

竹た
け

家け

の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
佐
竹
本

と
呼
ば
れ
る
が
、
も
と
は
下し

も

鴨が
も

神じ
ん

社じ
ゃ

（
京
都
府
）
の
神ほ

庫く
ら

に
収
め
ら
れ
て
い
た

（
森
鴨
一
九
六
七
）。

　
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
、
京
都
国
立
博
物
館
に
お
い
て
特
別
展
「
流
転
一

〇
〇
年
　
佐
竹
本
　
三
十
六
歌
仙
絵
と
王
朝
の
美
」
が
開
催
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ

番
組
や
雑
誌
な
ど
で
も
特
集
が
組
ま
れ
、非
常
に
注
目
さ
れ
た
展
覧
会
で
あ
り
、

改
め
て
佐
竹
本
を
広
く
周
知
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
三
十
六
歌
仙
と
聞
い
た
と

き
、
多
く
の
人
が
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
佐
竹
本
で
は
な

い
か
。

　
佐
竹
本
の
成
立
は
鎌
倉
時
代
、
十
三
世
紀
と
さ
れ
る
。
制
作
か
ら
七
〜
八
〇

〇
年
が
経
過
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
何
度
か
補
修
が

行
わ
れ
た
痕
跡
が
あ
る
。
中
で
も
、
凡

お
お
し

河こ
う

内ち
の

躬み

恒つ
ね

の
全
体
と
、
紀き

の

貫つ
ら

之ゆ
き

の
歌
仙

伝
部
分
は
、
料
紙
ご
と
後
補
で
、
狩
野
派
の
絵
師
で
あ
る
狩か

野の
う

探た
ん

幽ゆ
う

（
一
六
〇

二
〜
七
四
）
が
補
修
し
た
と
さ
れ
る
（
井
並
二
〇
一
九
）。

　
後
補
が
探
幽
の
筆
に
よ
る
と
す
る
根
拠
は
不
詳
で
あ
る
が
（
井
並
二
〇
一

九
）、
探
幽
の
「
新
三
十
六
歌
仙
画が

帖じ
ょ
う」

を
見
る
と
、「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

と
共
通
す
る
表
現
が
認
め
ら
れ
る
（
加
藤
二
〇
一
三
）。
探
幽
は
佐
竹
本
を
見

て
学
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。
徳
川
政
権
が
確
立
す
る
十
七
世
紀
、「
古
典
復
興
」

の
動
き
が
あ
り
、「
伊
勢
物
語
」「
源
氏
物
語
」
と
あ
わ
せ
て
、
歌
仙
絵
に
対
す

る
関
心
も
高
ま
る
。

　
こ
の
時
期
、
三
十
六
歌
仙
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
大
き
な
動
き
が
あ
る
。
扁へ

ん

額が
く

の
奉
納
で
あ
る
。

　
三
十
六
歌
仙
を
描
い
た
扁
額
の
奉
納
は
、
十
五
〜
六
世
紀
で
も
複
数
確
認
で

き
る
が
、
日に

っ

光こ
う

東と
う

照し
ょ
う

宮ぐ
う

の
拝
殿
に
掲
げ
ら
れ
た
の
を
契
機
に
、
各
地
の
東
照

宮
で
も
奉
納
さ
れ
た
（
四
辻
二
〇
一
三
）。
東
照
宮
へ
の
三
十
六
歌
仙
扁
額
奉

納
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
本
研
究
報
告
別
稿
で
内
池
が
紹
介
す
る
。
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最
初
の
勅
撰
和
歌
集
『
古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う』（

以
下
、『
古
今
集
』）
の
仮
名
序
冒

頭
部
分
の
後
半
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　「
ち
か
ら
を
も
い
れ
ず
し
て
あ
め
つ
ち
を
う
ご
か
し
、
め
に
見
え
ぬ
お
に
神

　
を
も
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
、
を
と
こ
を
む
な
の
な
か
を
も
や
は
ら
げ
、
た
け

　
き
も
の
の
ふ
の
心
を
も
な
ぐ
さ
む
る
は
う
た
な
り
」

　
こ
の
記
述
よ
り
、
当
時
、
和
歌
に
は
特
別
な
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た

と
わ
か
る
。
そ
の
た
め
か
、
平
安
時
代
に
は
、
幾
度
も
繰
り
返
し
和
歌
集
が
編へ

ん

纂さ
ん

さ
れ
た
。

　『
古
今
集
』
仮
名
序
の
終
わ
り
近
く
に
は
、「
延え

ん

喜ぎ

五
年
」（
九
〇
五
）
の
記

載
が
あ
る
（「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
一
九
八
三
）。『
三
十
六
人
撰
』

の
成
立
は
、
そ
の
約
一
〇
〇
年
後
で
あ
る
。

　『
三
十
六
人
撰
』
を
基
に
し
た
「
三
十
六
歌
仙
」
は
、
特
別
な
力
を
持
つ
歌

を
文
字
で
記
し
、
歌
合
形
式
で
紹
介
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
に
な
る

と
、
選
ん
だ
歌
に
加
え
、
そ
の
歌
を
詠
ん
だ
歌
仙
の
官
位
や
来
歴
を
記
し
、
さ

ら
に
は
そ
の
姿
を
描
い
た
絵
を
添
え
た
歌
仙
絵
が
作
ら
れ
る
。
歌
を
詠
ん
だ
人

物
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
江
戸
時
代
を
む
か
え
る
と
、
歌
仙
の
姿
を
大
き
く

描
い
た
扁
額
を
、
神
社
な
ど
に
奉
納
す
る
例
が
増
え
る
。
歌
仙
が
神
格
化
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
変
遷
を
み
た
と
き
、
時
代
が
新
し
く
な
る
に
と
も
な
い
、「
三
十

六
歌
仙
」
に
お
け
る
絵
の
重
要
度
が
増
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。「
佐
竹
本

三
十
六
歌
仙
絵
」
が
、「
歌
仙
絵
」
と
表
記
さ
れ
る
の
も
、
そ
の
表
れ
と
い
え

る
の
で
は
な
い
か
。

二
　
作
品
の
伝
来
と
公
開
記
録

　「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
は
、
本
来
三
十
六
点
の
は
ず
だ
が
、
確
認
で
き
た
の

は
三
十
四
点
で
あ
る
。
す
べ
て
の
作
品
の
内
側
に
貼
り
紙
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

左
右
の
位
置
と
番
号
と
と
も
に
、
歌
人
の
名
前
が
墨
で
書
か
れ
て
い
た
（
写
真

13
〜
46
）。
そ
の
墨
書
に
基
づ
き
三
十
六
歌
仙
の
照
合
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
素そ

性せ
い

法ほ
う

師し

と
清き

よ

原は
ら
の

元も
と

輔す
け

が
失
わ
れ
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
岡
山
藩
池
田
家
初
代
の
光
政
は
、
元
輔
の
「
契
り
き
な
」
の
歌

を
記
し
た
書
を
残
し
て
お
り
（
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
、
林
原
美
術
館
二
〇
一

三
）、
光
政
は
元
輔
に
特
別
な
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
、
浅
利

尚
民
氏
（
就
実
大
学
教
授
）
か
ら
教
示
を
得
た
。

　
岡
山
藩
池
田
家
の
所
蔵
品
と
売う

り

立た
て

記
録
に
つ
い
て
研
究
を
続
け
る
浅
利
氏
に

よ
る
と
、
箱
の
蓋
や
側
面
に
貼
ら
れ
た
紙
（
写
真
２
）
は
、
明
治
時
代
末
か
ら

大
正
時
代
に
池
田
家
の
蔵
で
使
用
し
た
も
の
と
一
致
し
、
池
田
家
の
蔵
品
目
録

を
見
る
と
、
本
作
と
思
わ
れ
る
記
録
が
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
は
確
認

で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
池
田
家
「
秘
蔵
」
の
「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
は
、
彩
色
備
前
の
「
代
表
作
」

と
さ
れ
て
き
た
が
（
今
泉
、
小
森
一
九
二
五
）、
全
容
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
公
開
記
録
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
刊
行
の
『
備
前
窯
陶
誌
』（
岡
上
一
九
二
五
）
で
、

二
段
に
分
け
て
六
点
を
展
示
し
た
様
子
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
た
。
下
段
に
は
、

在あ
り

原わ
ら
の

業な
り

平ひ
ら

（
⑦
）、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

興お
き

風か
ぜ

（
㉗
）、
小こ

大お
お

君ぎ
み

（
㉛
）、
平

た
い
ら
の

兼か
ね

盛も
り

（
㉟
）、

上
段
に
は
、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

敦あ
つ

忠た
だ

（
⑮
）
と
と
も
に
、
僧そ

う

正じ
ょ
う

遍へ
ん

昭じ
ょ
う（

⑧
）
と
は
異
な
る

僧
形
の
像
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
失
わ
れ
た
像
の
一
つ
、
素
性
法
師
で
あ
る
。
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翌
年
、
東
宮
殿
下
の
中
国
三
県
行
啓
が
あ
り
、
宿
泊
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
岡

山
後
楽
園
に
お
い
て
、
岡
山
ゆ
か
り
の
文
化
財
が
陳
列
さ
れ
た
。
陳
列
品
は
写

真
撮
影
さ
れ
、『
行
啓
記
念
遺
墨
遺
品
帖
』（
笹
田
一
九
二
六
）
と
し
て
記
録
が

残
る
。
そ
の
中
に
は
、「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
の
写
真
も
あ
り
、山や

ま

辺べ
の

赤あ
か

人ひ
と（

⑥
）、

藤ふ
じ

原わ
ら
の

仲な
か

文ふ
み

（
㉜
）、
源

み
な
も
と
の

信さ
ね

明あ
き
ら（

㉔
）、
僧
形
像
（
僧そ

う

正じ
ょ
う

遍へ
ん

昭じ
ょ
う（

⑧
）
と
は
異

な
る
）、
大お

お

中な
か

臣と
み
の

能よ
し

宣の
ぶ

（
㉝
）、
小こ

大お
お

君ぎ
み

（
㉛
）
の
六
点
を
掲
載
す
る
。
僧
形

像
と
小
大
君
以
外
、『
備
前
窯
陶
誌
』
と
は
掲
載
作
品
が
異
な
る
。

　
現
在
、
先
に
紹
介
し
た
四
箱
（
写
真
２
）
に
加
え
て
、
そ
れ
よ
り
や
や
小
さ

な
箱
（
写
真
９
）
が
一
つ
付
属
す
る
。
箱
の
蓋
に
は
、「
三
拾
六
歌
仙
ノ
内
／

彩
色
伊
部
焼
　
六
個
」
と
記
す
。
お
そ
ら
く
こ
の
箱
は
、
六
点
の
み
を
入
れ
て

岡
山
後
楽
園
へ
移
動
す
る
と
き
に
用
意
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、『
行
啓
記
念
遺
墨
遺
品
帖
』
の
「
本
帖
発
刊
に
就
て
」
を
見
る
と
、

一
九
二
六
年
の
十
数
年
前
（
一
九
一
〇
年
の
可
能
性
が
高
い
）、
明
治
天
皇
が

岡
山
へ
行
幸
し
た
際
に
同

様
の
展
示
を
行
い
、
写
真

帖
を
作
成
し
た
と
あ
る
。

「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
が

陳
列
さ
れ
た
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
仮
に
陳
列
さ
れ

た
の
で
あ
れ
ば
、『
備
前

窯
陶
誌
』
掲
載
写
真
は
、

そ
の
と
き
に
撮
影
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。

　
な
お
、『
備
前
窯
陶
誌
』『
行
啓
記
念
遺
墨
遺
品
帖
』
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、「
三

十
六
歌
仙
置
物
」
は
、「
池
田
候
爵
家
」
の
蔵
品
と
し
て
掲
載
す
る
。

　
こ
の
後
、「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
し
ば
ら
く
な
か
っ

た
が
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
、
備
前
焼
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
桂

又
三
郎
氏
が
、「
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
年
に
岡
山
の
津
田
骨
董
商
に
当
時
伊

部
在
住
の
木
村
清
近
が
頼
ま
れ
て
制
作
し
た
」
と
さ
れ
る
「
彩
色
備
前
三
十
六

歌
仙
」
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
本
作
に
つ
い
て
触
れ
る
（
桂
一
九
八
三
）。

　
桂
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
作
品
を
「
本
歌
」
と
し
、
以
後
に
制
作
さ
れ
た
も

の
は
そ
れ
に
基
づ
き
作
ら
れ
た
と
考
え
た
。
そ
し
て
、「
本
歌
は
池
田
家
に
保

存
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
以
降
な
く
な
っ
た
」
と
す
る
。

　
先
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
浅
利
氏
に
よ
る
と
、「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
が
池

田
家
の
蔵
品
と
し
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）

年
以
降
で
あ
る
。

　
池
田
家
に
伝
わ
り
、
明
治
以
降
に
失
わ
れ
た
と
す
る
桂
氏
と
、
現
在
閲
覧
可

能
な
文
献
記
録
で
確
認
で
き
る
の
は
大
正
以
降
と
す
る
浅
利
氏
。
と
も
に
か
つ

て
池
田
家
の
蔵
品
で
あ
っ
た
と
す
る
点
は
共
通
す
る
が
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て

は
見
解
が
異
な
る
。

　
浅
利
氏
は
、
今
に
伝
わ
る
当
時
の
目
録
な
ど
（『
池
田
家
文
庫
』）、
複
数
の

記
録
を
確
認
し
て
お
り
、「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
が
一
九
一
八
年
に
池
田
家
に

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
桂
氏
も
、
根
拠
な
く
明
治
時
代
以
前
に
池
田
家
で
保
存
し
て
い
た

と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
桂
氏
は
、
池
田
家
の
「
蔵
帳
」
に
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

写真 9 　備前焼（彩色備前）
三十六歌仙置物の内、六点を
入れるために作られた箱

（高21.5×幅44.8×奥行43.5cm)
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　「
　
置
物
并
卓
之
類

　（
出
所
不
分
明
）

　
一
置
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
六
個

　
　
伊
部
焼
彩
色
焼
三
十
六
歌
撰

　
　
匣
樅
白
木
　
四
個

　
　
出
所
不
分
明
　
明
治
廿
五
年

　
　
慶
政
公
御
手
許
上
り
、
同
廿
六
年
、
同
花
畑
邸
ヨ
リ
遷
納
ニ
ナ
ル
少
々
欠
損

　
　
ア
レ
ド
モ
慶
政
公
御
取
遺
ノ
際
、
御
手
許
ニ
テ
御
修
繕
有
之
」

　「
蔵
帳
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
確
認
で
き
な
い
た
め
、
信
憑
性
を
疑
う
声
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
桂
氏
は
実
際
に
池
田
家
の
蔵
に
出
入
り
し
、
こ
の
他

に
も
詳
細
な
記
述
を
紹
介
し
て
い
る
。
何
ら
か
の
記
録
を
見
て
書
き
写
し
た
可

能
性
が
高
い
。
浅
利
氏
も
桂
氏
の
記
述
に
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
な
い
と
す
る
。

　
こ
の
記
録
を
信
じ
る
と
す
る
と
、「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
は
一
八
九
二
（
明

治
二
十
五
）
年
に
は
池
田
家
の
蔵
品
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、「
出

所
不
分
明
」
と
さ
れ
、
そ
れ
以
前
の
所
在
は
わ
か
ら
な
い
。

　
な
お
、
桂
氏
は
、
岡
山
市
北
区
内
山
下
の
西
丸
に
あ
っ
た
池
田
家
の
宝
物
蔵

で
、源
信
明
（
㉔
）、僧
形
像
（
僧
正
遍
昭
（
⑧
）
と
は
異
な
る
）、小
大
君
（
㉛
）

の
三
点
を
確
認
し
た
と
し
、
写
真
を
紹
介
す
る
が
、
そ
れ
以
外
は
見
当
た
ら
な

か
っ
た
と
の
記
述
も
残
す
。

　「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
の
公
開
記
録
は
、
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
最
大

で
も
六
点
し
か
公
開
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
、
二
点
が
失
わ
れ
て
い
る
と
は
い

え
、
ほ
ぼ
全
体
像
が
わ
か
る
状
態
で
、
箱
ま
で
揃
っ
て
こ
の
た
び
発
見
さ
れ
た

意
義
は
大
き
い
。

三
　
制
作
時
期
に
つ
い
て

　
一
九
二
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
陶
瓷
史
』（
今
泉
、
小
森
一
九
二
五
）

で
は
、「
岡
山
の
池
田
男
爵
家
に
、
秘
蔵
せ
ら
れ
て
居
る
三
十
六
歌
仙
の
置
物
」

の
制
作
時
期
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
す
。

　�「
三
十
六
歌
仙
の
像
は
、
正
徳
五
年
に
出
来
た
も
の
で
、
当
時
、
岡
山
藩
の

御
抱
へ
絵
師
で
あ
つ
た
、
狩
野
三
徳
と
、
其
の
子
の
自
得
と
に
命
じ
て
、
元

信
の
筆
意
に
倣
っ
て
、
其
の
図
案
や
彩
色
を
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
」

　
記
述
に
従
う
と
、
本
作
は
一
七
一
五
年
に
作
ら
れ
、
狩
野
派
の
絵
師
に
よ
り

彩
色
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
制
作
時
期
が
特
定
で
き
る
彩
色
備
前
は
と
て
も
希

少
で
あ
る
た
め
、
他
の
彩
色
備
前
の
年
代
を
考
え
る
と
き
、
本
作
は
真
っ
先
に

比
較
対
象
と
な
る
基
準
作
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
記
述
の
元
と
な
っ
た
記
事
を
確
認
す
る
と
、
そ
こ
ま
で
断
定

は
で
き
な
い
。

　
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
内
容
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
お
そ
ら
く
「〔
先

祖
【
並
】
御
奉
公
之
品
書
上
〕・
狩
野
伝
」（『
池
田
家
文
庫
』　
岡
山
大
学
図
書

館
蔵
）
と
い
う
、
狩
野
三
徳
の
奉
公
書
の
記
事
を
元
に
し
て
い
る
。
記
事
に
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

　「
一
、
同
年
九
月
十
九
日
従
江
戸
被
　
仰
付
候
御
供
并
伊
部
焼
」
彩
色
物
御

　
用
相
勤
申
候
」

　
同
年
は
前
の
記
事
か
ら
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
と
判
断
で
き
、
九
月
十
九

日
に
江
戸
よ
り
仰
せ
付
け
ら
れ
た
御
供
と
、
伊
部
焼
彩
色
物
御
用
を
勤
め
た
と

あ
る
。「
伊
部
焼
彩
色
物
」
と
あ
る
が
、
三
十
六
歌
仙
で
あ
る
と
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
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こ
の
ほ
か
彩
色
備
前
の
記
述
は
、
一
七
一
〇
（
宝
永
七
）
年
か
ら
確
認
で
き

る
が
、
一
七
四
三
（
寛か

ん

保ぽ
う

三
）
年
を
最
後
に
見
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、

そ
れ
よ
り
後
に
作
ら
れ
た
彩
色
備
前
は
、
藩
絵
師
で
は
な
く
、
町
絵
師
か
陶
工

な
ど
が
彩
色
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
片
山
一
九
九
三
）。

　
彩
色
備
前
に
つ
い
て
、
あ
る
特
徴
に
基
づ
き
制
作
年
を
推
測
し
た
り
、
明
確

な
基
準
を
持
っ
て
変
遷
を
説
明
し
た
り
す
る
の
は
難
し
い
が
、
こ
う
し
た
文
献

記
録
を
起
点
に
そ
の
概
略
を
述
べ
る
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
七
一
〇
年
に
作
ら
れ
た
「
牛
・
鹿
之
作
物
彩
色
」
は
、
当
時
十
歳
で
あ
っ

た
岡
山
藩
池
田
家
三
代
、
継つ

ぐ

政ま
さ

の
「
御
用
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
愛
着
を
持
っ

た
継
政
が
、
藩
主
に
な
っ
た
翌
年
の
一
七
一
五
年
、
絵
師
に
命
じ
て
本
格
的
に

彩
色
備
前
を
作
ら
せ
た
の
で
は
な
い
か
（
片
山
一
九
九
三
）。
た
だ
し
、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
作
品
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
岡
山
の
豪
商
で
あ
る
河こ

う

本も
と

立り
っ

軒け
ん

が
自
作
し
た
「
宝
珠
香
合
」（
写
真
10
、
岡

山
県
立
博
物
館
）
は
、
箱
書
か
ら
一
八
〇
五
（
文
化
二
）
年
に
制
作
さ
れ
た
と

わ
か
る
。
彩
色
備
前
の
記
事
が
登
場
し
て
か
ら
お
お
よ
そ
一
〇
〇
年
後
、
十
九

世
紀
初
頭
に
は
そ
の
技
術
が
専
門
の
技
術
者
以
外
に
も
広
が
っ
て
い
た
。

　「
鶏
置
物
」（
写
真
11
、
岡
山
県
立
博
物
館
）
は
、
内
側
に
金か

ね

重し
げ

楳ば
い

陽よ
う

の
窯か

ま

印じ
る
し（

作
者
を
示
す
記
号
）　
が
あ
り
、
楳
陽
が
亡
く
な
る
一
九
一
六
（
大
正
五
）

年
よ
り
前
に
作
ら
れ
た
作
品
と
わ
か
る
。
楳
陽
の
子
で
あ
る
金か

ね

重し
げ

陶と
う

陽よ
う

、
そ
し

て
同
時
代
に
活
躍
し
た
三み

村む
ら

陶と
う

景け
い

も
彩
色
備
前
の
作
品
を
残
し
て
お
り
、
十
九

世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
前
半
に
制
作
さ
れ
た
作
品
群
の
特
徴
は
把
握
で
き
る
。

　「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
は
少
な
く
と
も
、
そ
う
し
た
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二

十
世
紀
前
半
の
作
品
と
は
異
な
る
。
陶
陽
や
陶
景
の
作
品
の
ほ
う
が
、
色
が
濃

く
、
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。

　
先
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
時
代
初
頭
、
一
八
六
七
年

頃
に
制
作
さ
れ
た
「
彩
色
備
前
三
十
六
歌
仙
」
を
、
一
人
ず
つ
丁
寧
に
紹
介
し

た
桂
氏
に
よ
る
書
籍
が
あ
る
（
桂
一
九
八
三
）。
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を

見
る
と
、
座
っ
て
い
る
像
だ
け
で
は
な
く
、
立
ち
姿
や
腰
を
少
し
浮
か
せ
た
よ

う
に
見
え
る
像
も
多
い
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
も
写
真
か
ら
の
判
断
に
な
る
が
、

本
稿
で
紹
介
す
る
作
品
よ
り
も
頭
部
が
大
き
く
見
え
る
。

写真10　
備前焼（彩色備前）　宝珠香合
岡山県立博物館

写真11　
備前焼（彩色備前）　鶏置物
岡山県立博物館
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こ
こ
か
ら
は
感
覚
的
な
推
測
に
は
な
る
が
、
本
稿
紹
介
作
は
、
現
在
に
伝
わ

る
彩
色
備
前
の
中
で
は
、
古
い
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
も
の
（
写
真
12
）

と
特
徴
が
類
似
す
る
。
着
物
の
表
現
な
ど
は
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
作
品
よ
り
も

精
緻
で
あ
り
、絵
画
で
の
表
現
を
正
確
に
写
そ
う
と
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。

　
藩
絵
師
に
よ
る
彩
色
は
一
七
一
五
〜
四
三
年
に
限
定
で
き
る
と
の
推
測
が
正

し
い
と
す
る
と
、
そ
の
頃
の
制
作
と
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
藩
絵
師
に

よ
る
彩
色
と
断
定
で
き
な
い
上
に
、
比
較
対
象
と
し
た
作
品
の
制
作
年
代
も
限

定
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
中
頃
の
間

に
作
ら
れ
た
と
述
べ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

四
　
作
品
紹
介
と
歌
仙
の
概
略

　「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
の
歌
人
を
、
一
人
ず
つ
順
に
紹
介
す
る
。
掲
載
順
序

と
歌
人
の
名
前
表
記
に
つ
い
て
は
、
内
面
に
貼
ら
れ
た
紙
の
墨
書
に
基
づ
き
、

つ
ぎ
の
書
籍
に
従
っ
た
。

　
・�

吉
海
直
人
　『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ス
日
本
の
古
典
　
三
十
六

歌
仙
』　
K
A
D
O
K
A
W
A
　
二
〇
二
一
　

　
生
没
年
、
人
物
紹
介
、
和
歌
の
表
記
も
最
新
の
成
果
を
ま
と
め
た
本
書
籍
を

参
考
に
し
、
人
物
紹
介
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
つ
ぎ
の
書
籍
か
ら
も
引
用
し
た
。

　
・
小
泉
欽
司
編
　『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』　
朝
日
新
聞
社
　
一
九
九
四

　
・
京
都
国
立
博
物
館
、
日
本
経
済
新
聞
社
編
　『
流
転
一
〇
〇
年
　
佐
竹
本
　

　
　
三
十
六
歌
仙
絵
と
王
朝
の
美
』　
二
〇
一
九

　
歌
に
つ
い
て
は
、
佐
竹
本
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
に
加
え
、
よ
く
知
ら
れ

る
百
人
一
首
の
歌
も
併
記
し
た
。

　「
本
歌
」
で
あ
る
池
田
家
旧
蔵
品
は
全
て
座
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
大
き

な
動
き
が
感
じ
ら
れ
る
作
り
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
微
妙
な
肩
の
動
き
や
首
の
傾

き
な
ど
で
表
情
を
付
け
る
。
顔
や
服
飾
品
の
表
現
も
大
き
く
異
な
り
、
桂
氏
が

紹
介
し
た
作
品
は
「
本
歌
」
を
そ
の
ま
ま
模
倣
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　
一
八
七
九
〜
八
〇
（
明
治
十
二
〜
三
）
年
に
は
、さ
ら
に
模
倣
品
が
作
ら
れ
、

海
外
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
（
藤
谷
一
九
一
二
）、
そ
れ
が
ど
う
い
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
桂
氏
が
紹
介
し
た
作
品
が
一
八
六
七
年
頃
の
制
作
で
、
池
田
家
旧
蔵
品
で
あ

る
本
稿
掲
載
作
が
本
歌
と
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
制
作
年
は
、
本
格
的
に

彩
色
備
前
を
作
り
始
め
た
一
七
一
五
年
頃
か
ら
一
八
六
七
年
頃
の
間
に
絞
り
込

め
る
。

写真12　
備前焼（彩色備前）　東下り置物
岡山県立博物館
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①
　
柿

か
き
の

本も
と
の

人ひ
と

麿ま
ろ

　
生
没
年
未
詳

　
主
に
持じ

統と
う

・
文も

ん

武む

朝
（
六
五
八
年
〜
七
〇
七
年
頃
）
に
活
躍
し
た
身
分
の
低

い
歌
人
。『
古こ

今き
ん

集し
ゅ
う』

仮か

名な

序じ
ょ

で
「
歌
の
聖ひ

じ
り」

と
讃
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
掲

載
す
る
二
首
は
人
麿
の
歌
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。『
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う』は「

人
麻
呂
」、『
古

今
集
』
は
「
人
麿
」、
百
人
一
首
は
「
人
丸
」
と
表
記
す
る
の
が
一
般
的
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

ほ
の
ぼ
の
と
あ
か
し
の
う
ら
の
あ
さ
ぎ
り
に
し
ま
が
く
れ
ゆ
く
舟
を
し
ぞ
お
も
ふ

「
百
人
一
首
」　

あ
し
び
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
長
々
し
夜
を
ひ
と
り
か
も
寝
む

②
　
紀き

の

貫つ
ら

之ゆ
き

　
八
七
二
年
頃
〜
九
四
五
年

　
紀き

の

望も
ち

行ゆ
き

の
子
で
、
紀
友
則
（
⑩
）
の
従い

兄と

弟こ

に
あ
た
る
。『
古こ

今き
ん

集し
ゅ
う』

撰
者

の
一
人
で
、
仮か

名な

序じ
ょ

を
書
く
。
平
安
時
代
最
大
の
歌
人
と
も
い
わ
れ
る
。
仮
名

で
記
し
た
『
土と

佐さ

日に
っ

記き

』
の
作
者
で
あ
る
。
藤ふ

じ

原わ
ら
の

公き
ん

任と
う

の
『
三さ

ん

十じ
ゅ
う

六ろ
く

人に
ん

撰せ
ん

』

に
よ
り
、
人
麿
（
①
）
と
並
ぶ
大
歌
人
と
評
価
さ
れ
た
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

さ
く
ら
ち
る
木
の
下
風
は
さ
む
か
ら
で
そ
ら
に
し
ら
れ
ぬ
雪
ぞ
ふ
り
け
る

「
百
人
一
首
」

人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
に
匂
ひ
け
る

写真13　①　柿本人麿（左一）
高さ：14.5cm　幅：16.7cm　奥行：12.7cm　重さ：460g

写真14　②　紀貫之（右一）
高さ：14.8cm　幅：16.6cm　奥行：12.6cm　重さ：429g

　
左
　
柿
本
人
麿
　
一

　
右
　
紀
貫
之
　
一
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写真15　③　凡河内躬恒（左二）
高さ：15.3cm　幅：15.7cm　奥行：12.1cm　重さ：453g

③
　
凡

お
お
し

河こ
う

内ち
の

躬み

恒つ
ね

　
生
没
年
未
詳

　
九
世
紀
後
半
に
活
躍
。
八
六
〇
年
か
ら
八
七
九
年
ま
で
卑ひ

官か
ん

を
歴
任
し
て
い

る
。「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」
に
あ
る
躬
恒
の
歌
仙
絵
と
歌
仙
伝
は
、
狩か

野の
う

探た
ん

幽ゆ
う

が
復
元
し
た
と
伝
わ
り
、
歌
仙
伝
に
つ
い
て
は
別
人
の
も
の
が
紛
れ
込
ん

だ
可
能
性
が
あ
る
。『
古こ

今き
ん

集し
ゅ
う』

撰
者
の
一
人
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

い
づ
く
と
も
春
の
ひ
か
り
は
わ
か
な
く
に
ま
だ
み
よ
し
の
の
山
は
雪
ふ
る

「
百
人
一
首
」　

心
あ
て
に
折
ら
ば
や
折
ら
む
初
霜
の
置
き
ま
ど
は
せ
る
白
菊
の
花

④
　
伊い

勢せ

　
八
七
二
年
頃
〜
九
三
八
年
頃

　
藤ふ

じ

原わ
ら
の

継つ
ぐ

陰か
げ

の
娘
。
父
で
あ
る
継
陰
が
伊い

勢せ
の

守か
み

だ
っ
た
こ
と
か
ら
伊
勢
と
呼

ば
れ
た
。
宇う

多だ

天て
ん

皇の
う

の
中

ち
ゅ
う

宮ぐ
う

温お
ん

子し

（
藤ふ

じ

原わ
ら
の

基も
と

経つ
ね

の
娘
）
に
仕
え
た
女
房
。
そ

の
間
、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

仲な
か

平ひ
ら

、
時と

き

平ひ
ら

、
宇
多
天
皇
、
敦あ

つ

慶よ
し

親し
ん

王の
う

な
ど
複
数
の
男
性
に
愛

さ
れ
、
親
王
と
の
間
に
は
中な

か

務つ
か
さ（

㊱
）
が
誕
生
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

み
は
の
や
ま
い
か
に
ま
ち
見
む
と
し
ふ
と
も
た
づ
ぬ
る
人
も
あ
ら
じ
と
お
も
へ
ば

「
百
人
一
首
」

難
波
潟
短
き
葦
の
節
の
間
も
あ
は
で
こ
の
世
を
す
ぐ
し
て
よ
と
や

写真16　④　伊勢（右二）
高さ：10.6cm　幅：14.8cm　奥行：12.8cm　重さ：289g

　
左
　
凡
河
内
躬
恒
　
二

　
右
　
伊
勢
　
二
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⑤
　
大お

お

伴と
も
の

家や
か

持も
ち

　
七
一
八
年
頃
〜
七
八
五
年

　
大お

お

伴と
も
の

旅た
び

人と

の
子
。『
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う』

に
四
八
〇
首
の
歌
（
全
体
の
一
割
強
）
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
撰
者
と
目
さ
れ
る
。
官
位
は
従
三
位
中ち

ゅ
う

納な

言ご
ん

ま
で
昇
る
が
、

藤
原
氏
の
他た

氏し

排は
い

斥せ
き

に
よ
っ
て
受ず

領り
ょ
う（

実
際
に
任
国
に
お
も
む
く
、
諸
国
の
長

官
）
を
歴
任
。
没
後
、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

種た
ね

継つ
ぐ

暗
殺
へ
の
関
与
が
疑
わ
れ
官
位
を
剥
奪
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

さ
ほ
し
か
の
あ
さ
た
つ
を
の
の
あ
き
は
ぎ
に
た
ま
と
見
る
ま
で
を
け
る
し
ら
つ
ゆ

「
百
人
一
首
」　

か
さ
さ
ぎ
の
渡
せ
る
橋
に
置
く
霜
の
白
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
更
け
に
け
る

⑥
　
山や

ま

辺べ
の

赤あ
か

人ひ
と

　
生
没
年
未
詳

　
七
〇
一
年
頃
〜
七
五
〇
年
頃
、
特
に
聖

し
ょ
う

武む

天て
ん

皇の
う

期
（
在
位
七
二
四
年
〜

七
四
九
年
）
に
活
躍
。『
古こ

今き
ん

集し
ゅ
う』

仮
名
序
で
柿
本
人
麿
（
①
）
と
と
も
に
「
歌

の
聖
」
と
称
さ
れ
る
。
中
世
に
は
人
麿
と
同
一
人
物
説
も
あ
っ
た
。『
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う』

で
は
「
山
部
」
だ
が
、
平
安
時
代
は
「
山
辺
」
表
記
が
一
般
的
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

わ
か
の
う
ら
に
し
ほ
み
ち
く
れ
ば
か
た
を
波
あ
し
べ
を
さ
し
て
た
づ
な
き
わ
た
る

「
百
人
一
首
」

田
子
の
浦
に
打
ち
出
で
て
み
れ
ば
白
妙
の
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
つ
つ

写真17　⑤　大伴家持（左三）
高さ：16.4cm　幅：18.7cm　奥行：14.0cm　重さ：485g

写真18　⑥　山辺赤人（右三）
高さ：15.2cm　幅：17.0cm　奥行：12.5cm　重さ：447g

　
左
　
中
納
言
家
持
　
三

　
右
　
山
辺
赤
人
　
三
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⑦
　
在あ

り

原わ
ら
の

業な
り

平ひ
ら

　
八
二
五
年
〜
八
八
〇
年

　
阿あ

保ぼ

親し
ん

王の
う

の
子
で
、
母
は
桓か

ん

武む

天て
ん

皇の
う

の
皇
女
、
伊い

都と

内な
い

親し
ん

王の
う

。
在あ

り

原わ
ら
の

行ゆ
き

平ひ
ら

の
異い

母ぼ

弟て
い

。『
古
今
集
』
に
収
録
さ
れ
た
業
平
の
歌
が
『
伊い

勢せ

物も
の

語が
た
り』

主
人
公

の
歌
と
な
っ
て
お
り
、
業
平
は
そ
の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
。
美
男
子
と

し
て
知
ら
れ
、
清せ

い

和わ

天て
ん

皇の
う

の
女
御
、
高

た
か
い

子
こ（
た
か
こ
）（

二に

条
じ
ょ
う
の

后き
さ
き）

と
の
恋
が
有
名
。
　

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

代
の
中
に
た
え
て
さ
く
ら
の
な
か
り
せ
ば
は
る
の
こ
こ
ろ
は
の
ど
け
か
ら
ま
し

「
百
人
一
首
」　

ち
は
や
ふ
る
神
代
も
聞
か
ず
龍
田
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
ぐ
る
と
は

⑧
　
僧そ

う

正じ
ょ
う

遍へ
ん

昭じ
ょ
う　

八
一
六
年
〜
八
九
〇
年

　
俗
名
は
良よ

し

岑み
ね
の

宗む
ね

貞さ
だ

。
桓か

ん

武む

天て
ん

皇の
う

の
孫
。
素
性
法
師
（
⑨
）
の
父
。
仁に

ん

明み
ょ
う

天て
ん

皇の
う

崩ほ
う

御ぎ
ょ

後
、
三
十
五
歳
の
若
さ
で
出
家
。
後
に
僧
正
の
位
に
就
い
て
「
花か

山ざ
ん

僧そ
う

正じ
ょ
う」

と
称
さ
れ
る
。
佐
竹
本
に
「
遍
照
」
と
あ
る
が
、「
偏
照
」
と
書
く
の
は

六
条
家
、「
遍
昭
」
は
御み

子こ

左ひ
だ
り

家
（
と
も
に
和
歌
の
名
門
家
）
と
さ
れ
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

す
ゑ
の
つ
ゆ
も
と
の
し
づ
く
や
よ
の
中
の
お
く
れ
さ
き
だ
つ
た
め
し
な
る
ら
ん

「
百
人
一
首
」

天
津
風
雲
の
通
ひ
路
吹
き
と
ぢ
よ
乙
女
の
姿
し
ば
し
と
ど
め
む

写真19　⑦　在原業平（左四）
高さ：15.8cm　幅：18.0cm　奥行：13.0cm　重さ：489g

写真20　⑧　僧正遍昭（右四）
高さ：12.4cm　幅：16.3cm　奥行：9.4cm　重さ：423g

　
左
　
在
原
業
平
朝
臣
　
四

　
右
　
僧
正
遍
昭
　
四
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⑨　素性法師（左五） 　所在不明

⑨
　
素そ

性せ
い

法ほ
う

師し

　
生
没
年
未
詳

　
俗
名
は
良よ

し

岑み
ね
の

玄は
る

利と
し

。
僧
正
遍
昭
（
⑧
）
の
子
。
遍
昭
の
出
家
が
八
五
〇
年

で
あ
る
か
ら
そ
れ
以
前
に
生
ま
れ
、
九
〇
五
年
に
屏
風
歌
を
書
い
て
い
る
こ
と

か
ら
そ
れ
ま
で
生
存
し
た
と
わ
か
る
。『
大や

ま

和と

物も
の

語が
た
り』一

六
八
段
に
、父
か
ら「
法

師
の
子
は
法
師
に
な
る
ぞ
よ
き
」
と
い
わ
れ
出
家
さ
せ
ら
れ
た
と
あ
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

い
ま
こ
む
と
い
ひ
し
ば
か
り
に
な
が
つ
き
の
あ
り
あ
け
の
月
を
ま
ち
い
で
つ
る
か
な

「
百
人
一
首
」　

い
ま
こ
む
と
い
ひ
し
ば
か
り
に
な
が
つ
き
の
あ
り
あ
け
の
月
を
ま
ち
い
で
つ
る
か
な

⑩
　
紀き

の

友と
も

則の
り

　
生
年
未
詳
〜
九
〇
五
年
頃

　
紀き

の

有あ
り

朋と
も

の
子
。
有
朋
は
紀
貫
之
（
②
）
の
父
で
あ
る
望も

ち

行ゆ
き

と
兄
弟
で
あ
る
た

め
、
友
則
と
貫
之
は
従い

兄と

弟こ

同
士
に
な
る
。『
古こ

今き
ん

集し
ゅ
う』

の
撰
者
の
一
人
。『
古

今
集
』
八
三
八
番
の
詞

こ
と
ば

書が
き

に
「
き
の
と
も
の
り
が
身
ま
か
り
に
け
る
時
よ
め
る
」

と
あ
り
、
貫
之
の
哀
傷
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

夕
さ
れ
ば
さ
ほ
の
か
わ
ら
の
か
は
ぎ
り
に
と
も
ま
よ
は
せ
る
千
鳥
な
く
な
り

「
百
人
一
首
」

久
方
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む

写真21　⑩　紀友則（右五）
高さ：14.9cm　幅：17.3cm　奥行：12.8cm　重さ：468g

　
右
　
紀
友
則
　
五
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写真22　⑪　猿丸大夫（左六）
高さ：14.8cm　幅：17.8cm　奥行：12.5cm　重さ：450g

⑪
　
猿さ

る

丸ま
る

大だ
い

夫ふ

　
生
没
年
未
詳

　
伝
承
的
な
歌
人
で
、
実
在
し
た
人
物
か
ど
う
か
も
不
明
と
さ
れ
る
。
歌
仙
絵

で
は
、
名
前
に
基
づ
き
猿
顔
に
近
づ
け
る
た
め
か
、
や
や
異
様
な
風ふ

う

貌ぼ
う

に
描
か

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
作
に
そ
う
し
た
表
現
は
な
く
、
顔
の
表
情
は
他
と
大

き
く
異
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

お
ち
こ
ち
の
た
づ
き
も
し
ら
ぬ
や
ま
中
に
お
ぼ
つ
か
な
く
も
よ
ぶ
こ
ど
り
か
な

「
百
人
一
首
」　

奥
山
に
紅
葉
踏
み
わ
け
鳴
く
鹿
の
声
聞
く
時
ぞ
秋
は
悲
し
き

⑫
　
小お

野の
の

小こ

町ま
ち

　
八
二
〇
年
頃
〜
八
七
〇
年
頃

　
仁に

ん

明み
ょ
う

天て
ん

皇の
う

の
更こ

う

衣い

（
女

に
ょ
う

御ご

に
次
ぐ
後
宮
の
女
官
）、小お

野の

吉き
ち

子こ

か
と
さ
れ
る
。

絶
世
の
美
人
ま
た
和
歌
の
名
手
と
し
て
有
名
。
百
人
一
首
に
「
花
の
色
は
」
の

歌
が
あ
る
た
め
か
、
小
町
の
歌
仙
絵
は
衣
装
に
桜
の
花
を
描
く
こ
と
が
多
い
。

本
作
も
流
水
文
と
桜
の
花
を
描
く
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

い
ろ
見
え
で
う
つ
ろ
ふ
も
の
は
よ
の
中
の
人
の
こ
こ
ろ
の
は
な
に
ぞ
あ
り
け
る

「
百
人
一
首
」

花
の
色
は
移
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
我
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に 写真23　⑫　小野小町（右六）

高さ：10.9cm　幅：15.2cm　奥行：13.1cm　重さ：312g

　
左
　
猿
丸
大
夫
　
六

　
右
　
小
野
小
町
　
六
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写真24　⑬　藤原兼輔（左七）
高さ：15.1cm　幅：18.0cm　奥行：12.4cm　重さ：473g

写真25　⑭　藤原朝忠（右七）
高さ：15.7cm　幅：17.0cm　奥行：12.7cm　重さ：467g

⑬
　
藤ふ

じ

原わ
ら
の

兼か
ね

輔す
け

　
八
七
七
年
〜
九
三
三
年

　
紫

む
ら
さ
き

式し
き

部ぶ

の
曾そ

う

祖そ

父ふ

に
あ
た
り
、
藤
原
清
正
（
㉕
）
の
父
。
鴨か

も

川が
わ

堤
近
く
に

邸や
し
きが

あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
堤

つ
つ
み

中ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

」
と
称
さ
れ
た
。
従い

兄と

弟こ

で
あ
る
藤ふ

じ

原
わ
ら
の

定さ
だ

方か
た

の
娘
を
妻
と
し
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
の
桑
子
は
醍だ

い

醐ご

天て
ん

皇の
う

に
入じ

ゅ

内だ
い

し

て
章

し
ょ
う

明め
い

親し
ん

王の
う

を
産
む
。
　

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　

人
の
お
や
の
こ
こ
ろ
は
や
み
に
あ
ら
ね
ど
も
こ
を
お
も
ふ
み
ち
に
ま
よ
ひ
ぬ
る
か
な

「
百
人
一
首
」　

み
か
の
原
わ
き
て
流
る
る
泉
川
い
つ
み
き
と
て
か
恋
し
か
る
ら
む

⑭
　
藤ふ

じ

原わ
ら
の

朝あ
さ

忠た
だ

　
九
一
〇
年
〜
九
六
六
年

　
藤ふ

じ

原わ
ら
の

定さ
だ

方か
た

の
五
男
。
土つ

ち

御み

門か
ど

中ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

と
号
し
た
。
笙し

ょ
う（

雅
楽
で
使
用
す
る

管
楽
器
の
ひ
と
つ
）
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
。
天て

ん

徳と
く

内だ
い

裏り

歌う
た

合あ
わ
せで

は
、
こ
こ

に
掲
載
し
た
歌
で
、
藤
原
元
真
（
㉚
）
に
勝
利
を
収
め
る
。
百
人
一
首
に
登
場

す
る
右う

近こ
ん

と
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

あ
ふ
こ
と
の
た
え
て
し
な
く
は
な
か
な
か
に
人
を
も
身
を
も
う
ら
み
ざ
ら
ま
し

「
百
人
一
首
」

あ
ふ
こ
と
の
た
え
て
し
な
く
は
な
か
な
か
に
人
を
も
身
を
も
う
ら
み
ざ
ら
ま
し

　
左
　
中
納
言
兼
輔
　
七

　
右
　
中
納
言
朝
忠
　
七
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⑮
　
藤ふ

じ

原わ
ら
の

敦あ
つ

忠た
だ

　
九
〇
六
年
〜
九
四
三
年

　
左
大
臣
藤ふ

じ

原わ
ら
の

時と
き

平ひ
ら

の
三
男
で
、
母
は
在
原
業
平
（
⑦
）
の
孫
。
琵び

琶わ

の
名

手
と
し
て
知
ら
れ
、
枇び

杷わ

中ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

と
も
称
さ
れ
た
。
恋
多
き
貴
公
子
で
、『
大お

お

鏡か
が
み』

に
は
「
世
に
め
で
た
き
和
歌
の
上
手
」
と
あ
る
。
父
と
と
も
に
菅す

が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

の
怨お

ん

霊り
ょ
うに

祟た
た

ら
れ
、
三
十
八
歳
で
亡
く
な
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

あ
ひ
見
て
の
の
ち
の
こ
こ
ろ
に
く
ら
ぶ
れ
ば
む
か
し
は
も
の
を
お
も
は
ざ
り
け
り

「
百
人
一
首
」　

あ
ひ
見
て
の
の
ち
の
こ
こ
ろ
に
く
ら
ぶ
れ
ば
む
か
し
は
も
の
を
お
も
は
ざ
り
け
り

⑯
　
藤ふ

じ

原わ
ら
の

高た
か

光み
つ

　
九
三
九
年
頃
〜
九
九
四
年

　
右
大
臣
藤ふ

じ

原わ
ら
の

師も
ろ

輔す
け

と
醍だ

い

醐ご

天て
ん

皇の
う

皇こ
う

女じ
ょ

雅が

子し

の
子
。
姉
は
村む

ら

上か
み

天て
ん

皇の
う

中
宮
の

安あ
ん

子し

。
右う

近こ
ん

衛え

少し
ょ
う

将し
ょ
うな

ど
に
任
じ
ら
れ
る
が
、
二
十
三
歳
で
出
家
し
て
多と

武う
の

峰み
ね

（
奈
良
県
桜
井
市
）
に
隠い

ん

棲せ
い

し
た
の
で
、
多
武
峰
少
将
と
称
さ
れ
る
。
法
名

は
如に

ょ

覚か
く

、
道
号
は
寂

じ
ゃ
く

真し
ん

。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

か
く
ば
か
り
へ
が
た
く
見
ゆ
る
よ
の
中
に
う
ら
や
ま
し
く
も
す
め
る
月
か
な

写真26　⑮　藤原敦忠（左八）
高さ：15.6cm　幅：17.9cm　奥行：13.0cm　重さ：462g

写真27　⑯　藤原高光（右八）
高さ：15.6cm　幅：17.5cm　奥行：13.1cm　重さ：457g

　
左
　
権
中
納
言
敦
忠
　
八

　
右
　
藤
原
高
光
　
八
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写真28　⑰　源公忠（左九）
高さ：15.6cm　幅：12.2cm　奥行：12.7cm　重さ：457g

写真29　⑱　壬生忠岑（右九）
高さ：15.6cm　幅：16.9cm　奥行：13.0cm　重さ：479g

⑰
　
源

み
な
も
と
の

公き
ん

忠た
だ

　
八
八
九
年
〜
九
四
八
年

　
光こ

う

孝こ
う

天て
ん

皇の
う

の
孫
で
、
源

み
な
も
と
の

国く
に

紀の
り

の
子
。
源
信
明
（
㉔
）
の
父
で
も
あ
る
。
従い

兄と

弟こ

に
あ
た
る
醍だ

い

醐ご

天て
ん

皇の
う

か
ら
強
く
信
頼
さ
れ
る
。
薫た

き

物も
の

（
練ね

り

香こ
う

）
の
調
合
の

名
手
で
あ
り
、『
源げ

ん

氏じ

物も
の

語が
た
り』

梅う
め

枝が
え

巻
に
は
「
公
忠
の
百
歩
香
」
が
登
場
す
る
。

放ほ
う

鷹よ
う

の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

行
き
や
ら
で
や
ま
ぢ
く
ら
し
つ
ほ
と
と
ぎ
す
い
ま
一
こ
ゑ
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に

⑱
　
壬み

生ぶ
の

忠た
だ

岑み
ね

　
生
没
年
未
詳

　
九
〇
〇
年
前
後
に
活
躍
。
壬
生
忠
見
（
㉞
）
の
父
。
官
位
に
は
生
涯
恵
ま
れ

な
か
っ
た
が
、
歌
人
と
し
て
は
早
く
か
ら
名
を
成
し
、『
古こ

今き
ん

集し
ゅ
う』

の
撰
者
の

一
人
と
な
る
。
佐
竹
本
の
「
は
る
た
つ
と
」
の
歌
は
、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

公き
ん

任と
う

著
の
『
和わ

歌か

九く

品ほ
ん

』
で
は
最
高
位
の
上
品
上
の
歌
と
さ
れ
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

は
る
た
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
み
よ
し
の
の
や
ま
も
か
す
み
て
け
さ
は
見
ゆ
ら
ん

「
百
人
一
首
」

有
明
の
つ
れ
な
く
み
え
し
別
よ
り
あ
か
つ
き
ば
か
り
う
き
物
は
な
し

　
左
　
源
公
忠
朝
臣
　
九

　
右
　
壬
生
忠
岑
　
九
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⑲
　
斎さ

い

宮ぐ
う

女に
ょ
う

御ご

　
九
二
九
年
〜
九
八
五
年

　
醍だ

い

醐ご

天て
ん

皇の
う

皇お
う

子じ

重し
げ

明あ
き
ら

親し
ん

王の
う

の
娘
、
徽き

子し

女じ
ょ

王お
う

。
八
歳
で
斎
宮
と
な
る
。
退た

い

下げ

（
京
都
に
戻
る
こ
と
）
し
た
後
に
村
上
天
皇
の
女
御
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

斎
宮
女
御
と
称
さ
れ
る
。
三
十
六
歌
仙
の
中
で
は
最
も
身
分
が
高
く
、
佐
竹
本

で
は
最
も
豪
華
に
描
か
れ
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

こ
と
の
ね
に
み
ね
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し
い
づ
れ
の
お
よ
り
し
ら
べ
そ
め
け
む

⑳
　
大お

お

中な
か

臣と
み
の

頼よ
り

基も
と

　
八
八
六
年
頃
〜
九
五
八
年
頃

　
伊
勢
神
宮
の
祭
主
・
神じ

ん

祇ぎ

伯は
く

を
歴
任
。
優
れ
た
歌
人
が
六
代
続
い
た
大
中
臣

家
歌
人
の
祖
。
大
中
臣
能
宣
（
㉝
）
の
父
。
佐
竹
本
に
あ
る
歌
の
筑
波
山
は
富

士
山
と
並
び
称
さ
れ
る
東
国
の
名
山
で
、『
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う』

の
頃
か
ら
歌
枕
と
し
て

も
知
ら
れ
た
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

つ
く
ば
や
ま
い
と
ど
し
げ
き
に
紅
葉
し
て
み
ち
見
え
ぬ
ま
で
お
ち
や
し
ぬ
ら
ん

写真30　⑲　斎宮女御（左十）
高さ：10.7cm　幅：15.5cm　奥行：12.0cm　重さ：304g

写真31　⑳　大中臣頼基（右十）
高さ：14.7cm　幅：15.6cm　奥行：12.4cm　重さ：455g

　
左
　
斎
宮
女
御
　
十

　
右
　
大
中
臣
頼
基
朝
臣
　
十
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写真33　㉒　源重之（右十一）
高さ：15.0cm　幅：18.0cm　奥行：13.2cm　重さ：495g

㉑
　
藤ふ

じ

原わ
ら
の

敏と
し

行ゆ
き

　
八
五
〇
年
頃
〜
九
〇
一
年
あ
る
い
は
九
〇
七
年

　
父
は
藤ふ

じ

原わ
ら
の

富ふ

士じ

麿ま
ろ

、
母
は
紀き

の

名な

虎と
ら

の
娘
。
能の

う

書し
ょ

家か

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

在
原
業
平
（
⑦
）
は
妻
同
士
が
姉
妹
で
、
親
交
が
あ
り
、
業
平
を
模
範
と
す
る

面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
る
。
業
平
が
主
人
公
と
さ
れ
る
『
伊い

勢せ

物も
の

語が
た
り』

の
一
〇
七
段
に
登
場
す
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

あ
き
き
ぬ
と
め
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
お
と
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る

「
百
人
一
首
」　

住
の
江
の
岸
に
寄
る
浪
夜
さ
へ
や
夢
の
通
ひ
路
人
目
よ
く
ら
む

㉒
　
源

み
な
も
と
の

重し
げ

之ゆ
き

　
九
四
〇
年
頃
〜
一
〇
〇
〇
年
頃

　
貞さ

だ

元も
と

親し
ん

王の
う

の
孫
で
、
源

み
な
も
と
の

兼か
ね

信の
ぶ

の
子
。
清せ

い

和わ

天て
ん

皇の
う

の
曾ひ

孫ま
ご

に
あ
た
る
。
冷れ

い

泉ぜ
い

天て
ん

皇の
う

の
東
宮
（
皇
太
子
）
時
代
に
帯た

ち

刀は
き
の

長お
さ

と
な
る
。
地
方
官
を
歴
任
し
た
後
、

陸む

奥つ
の

守か
み

と
な
っ
た
藤ふ

じ

原わ
ら
の

実さ
ね

方か
た

に
随ず

い

行こ
う

し
、
そ
の
地
に
お
い
て
六
十
歳
前
後
で

亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

よ
し
の
や
ま
み
ね
の
し
ら
雪
い
つ
き
え
て
け
さ
は
か
す
み
の
た
ち
か
は
る
ら
ん

「
百
人
一
首
」

風
を
い
た
み
岩
う
つ
な
み
の
お
の
れ
の
み
く
だ
け
て
物
を
お
も
ふ
こ
ろ
か
な

写真32　㉑　藤原敏行（左十一）
高さ：16.9cm　幅：18.1cm　奥行：13.5cm　重さ：451g

　
右
　
源
重
之
　
十
一

　
左
　
藤
原
敏
行
朝
臣
　
十
一
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写真34　㉓　源宗干朝臣（左十二）
高さ：15.5cm　幅：17.6cm　奥行：13.0cm　重さ：483g

写真35　㉔　源信明（右十二）
高さ：14.1cm　幅：18.2cm　奥行：13.2cm　重さ：476g

㉓
　
源

み
な
も
と
の

宗む
ね

干ゆ
き

朝あ

臣そ
ん

　
生
年
未
詳
〜
九
三
九
年

　
光こ

う

孝こ
う

天て
ん

皇の
う

の
孫
で
、
是こ

れ

忠た
だ

親し
ん

王の
う

の
子
。
八
九
四
年
に
従

じ
ゅ
う

四し

位い

下げ

と
な
り
、
源

姓
を
賜た

ま
わり

臣
籍
に
下
る
。
諸
国
の
守
な
ど
を
歴
任
し
、
正

し
ょ
う

四し

位い

下げ

右う

京き
ょ
う

大だ
い

夫ぶ

に
至
る
。
官
途
に
は
恵
ま
れ
ず
、『
大や

ま

和と

物も
の

語が
た
り』

に
は
そ
の
不
遇
を
嘆な

げ

く
話
な

ど
が
み
ら
れ
る
。
　

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

と
き
は
な
る
松
の
み
ど
り
も
春
く
れ
ば
い
ま
ひ
と
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り

「
百
人
一
首
」　

山
里
は
冬
ぞ
寂
し
さ
ま
さ
り
け
り
一
目
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば

㉔
　
源

み
な
も
と
の

信さ
ね

明あ
き
ら　

九
一
〇
年
〜
九
七
〇
年

　
源
公
忠
（
⑰
）
の
子
。
地
方
官
を
歴
任
。
中
務
（
㊱
）
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
佐
竹
本
に
あ
る
「
こ
ひ
し
さ
は
」
の
歌
は
中
務
に
贈
っ

た
も
の
で
、
こ
れ
に
対
す
る
中
務
の
返
歌
も
あ
る
。
中
務
は
、
摂
政
・
関
白
と

な
っ
た
藤ふ

じ

原わ
ら
の

実さ
ね

頼よ
り

の
愛
人
で
も
あ
っ
た
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

こ
ひ
し
さ
は
お
な
じ
こ
こ
ろ
に
あ
ら
ず
と
も
こ
よ
ひ
の
月
を
き
み
み
ざ
ら
め
や

　
左
　
源
宗
干
朝
臣
　
十
二

　
右
　
源
信
明
朝
臣
　
十
二
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写真36　㉕　藤原清正（左十三）
高さ：14.8cm　幅：17.5cm　奥行：12.3cm　重さ：455g

写真37　㉖　源順（右十三）
高さ：13.3cm　幅：17.0cm　奥行：13.4cm　重さ：481g

㉕
　
藤ふ

じ

原わ
ら
の

清き
よ

正た
だ

　
生
年
未
詳
〜
九
五
八
年

　
中
納
言
藤
原
兼
輔
（
⑬
）
の
子
で
あ
る
が
、
官
位
の
昇
進
は
遅
か
っ
た
。
九

三
〇
年
に
従

じ
ゅ
う

五ご

位い

下げ

に
叙じ

ょ

爵し
ゃ
く（

律
令
制
で
五
位
に
叙
さ
れ
る
こ
と
。
律
令
官
制

で
は
五
位
と
六
位
の
差
は
大
き
く
、下
級
官
人
を
脱
す
る
意
味
が
あ
っ
た
。）後
、

地
方
官
を
歴
任
。
村む

ら

上か
み

・
朱す

雀ざ
く

両
天
皇
期
に
専
門
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

ね
の
ひ
し
に
し
め
つ
る
野
辺
の
ひ
め
こ
松
ひ
か
で
や
ち
よ
の
か
げ
を
ま
た
ま
し

㉖
　
源

み
な
も
と
の

順し
た
ご
う　

九
一
一
年
〜
九
八
三
年

　
嵯さ

峨が

源げ
ん

氏じ

。
九
三
四
〜
五
年
頃
、
百
科
事
典
と
し
て
日
本
の
辞
書
史
上
画
期

的
な
『
和わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う』

を
編
述
し
た
。
九
五
一
年
、
内
裏
の
昭

し
ょ
う

陽よ
う

舎し
ゃ

（
後
宮

五
舎
の
一
つ
、
梨な

し

壺つ
ぼ

）
に
初
め
て
置
か
れ
た
撰
和
歌
所
に
召
さ
れ
、『
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う』

の
訓
読
と
『
後ご

撰せ
ん

集し
ゅ
う』

の
編
集
を
中
心
と
な
っ
て
進
め
た
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

水
の
お
も
に
て
る
月
な
み
を
か
ぞ
ふ
れ
ば
こ
よ
ひ
ぞ
秋
の
も
な
か
な
り
け
る

　
左
　
藤
原
清
正
　
十
三

　
右
　
源
順
　
十
□
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写真38　㉗　藤原興風（左十四）
高さ：14.3cm　幅：16.7cm　奥行：12.8cm　重さ：465g

㉘　清原元輔（右十四）　所在不明

㉗
　
藤ふ

じ

原わ
ら
の

興お
き

風か
ぜ

　
生
没
年
未
詳

　
最
初
の
歌
学
書
『
歌か

経き
ょ
う

標ひ
ょ
う

式し
き

』
を
著
し
た
藤ふ

じ

原わ
ら
の

浜は
ま

成な
り

の
曾ひ

孫ま
ご

。
宇う

多だ

天て
ん

皇の
う

の
時
期
（
在
位
八
八
七
年
〜
八
九
七
年
）
に
活
躍
し
た
。
管
弦
に
秀
で
た
と

い
う
。
掲
載
し
た
歌
に
あ
る
高
砂
の
松
は
、
長
寿
を
象
徴
す
る
。
親
し
い
人
が

亡
く
な
り
、
取
り
残
さ
れ
た
こ
と
を
嘆
い
て
詠
ん
だ
歌
と
さ
れ
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

た
れ
を
か
も
し
る
人
に
せ
む
た
か
さ
ご
の
松
も
む
か
し
の
と
も
な
ら
な
く
に

「
百
人
一
首
」　

た
れ
を
か
も
し
る
人
に
せ
む
た
か
さ
ご
の
松
も
む
か
し
の
と
も
な
ら
な
く
に

㉘
　
清き

よ

原は
ら
の

元も
と

輔す
け

　
九
〇
八
年
〜
九
九
〇
年

　
清き

よ

原は
ら
の

深ふ
か

養や

父ぶ

の
孫
。
清せ

い

少し
ょ
う

納な

言ご
ん

の
父
。
九
八
六
年
、
七
十
九
歳
で
肥ひ

後ご
の

守か
み

と
し
て
赴
任
し
、現
地
で
亡
く
な
る
。
低
い
身
分
で
あ
っ
た
が
、「
梨な

し

壺つ
ぼ

の
五
人
」

と
し
て
『
後ご

撰せ
ん

集し
ゅ
う』

を
撰
し
、『
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う』

な
ど
の
読
解
を
行
う
。『
今こ

ん

昔じ
ゃ
く

物も
の

語が
た
り』

に
「
物
可を

笑か

し
く
云
て
人
笑
は
す
る
を
役
と
す
る
翁
」
と
あ
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

秋
の
の
の
は
ぎ
の
に
し
き
を
ふ
る
さ
と
に
し
か
の
ね
な
が
ら
う
つ
し
て
し
哉

「
百
人
一
首
」　

契
り
き
な
か
た
み
に
袖
を
し
ぼ
り
つ
つ
末
の
松
山
浪
こ
さ
じ
と
は

　
左
　
藤
原
興
風
　
十
四
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写真39　㉙　坂上是則（左十五）
高さ：15.6cm　幅：16.9cm　奥行：13.0cm　重さ：479g

写真40　㉚　藤原元真（右十五）
高さ：14.9cm　幅：17.5cm　奥行：13.0cm　重さ：436g

㉙
　
坂

さ
か
の

上う
え
の

是こ
れ

則の
り

　
生
没
年
未
詳

　
十
世
紀
前
半
に
活
躍
。
坂

さ
か
の

上う
え
の

田た

村む
ら

麻ま

呂ろ

の
末ま

つ

裔え
い

。『
後ご

撰せ
ん

集し
ゅ
う』

撰
者
で
「
梨な

し

壺つ
ぼ

の
五
人
」
の
ひ
と
り
と
な
っ
た
坂

さ
か
の

上う
え
の

望も
ち

城き

の
父
。
九
〇
八
年
か
ら
九
二
四

年
ま
で
の
任
官
記
録
が
あ
る
。宇う

多だ

朝
末
期
か
ら
醍だ

い

醐ご

朝
の
歌
壇
で
活
躍
し
た
。

蹴け

鞠ま
り

の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

み
よ
し
の
の
や
ま
の
し
ら
雪
つ
も
る
ら
し
ふ
る
さ
と
さ
む
く
な
り
ま
さ
り
行
く

「
百
人
一
首
」

朝
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野
の
里
に
降
れ
る
白
雪

㉚
　
藤ふ

じ

原わ
ら
の

元も
と

真ざ
ね

　
生
没
年
未
詳

　
母
は
紀き

の

名な

虎と
ら

の
娘
か
と
も
い
わ
れ
る
。
九
三
五
年
か
ら
九
六
六
年
ま
で
の
任

官
記
録
が
あ
る
。
天て

ん

徳と
く

内だ
い

裏り

歌う
た

合あ
わ
せ（『

後ご

撰せ
ん

集し
ゅ
う』

の
編
纂
を
進
め
た
村む

ら

上か
み

天て
ん

皇の
う

に
よ
り
行
わ
れ
た
）
の
歌
人
に
も
撰
ば
れ
た
。
歌
に
あ
る
春
の
別
れ
と
は
、
地

方
官
に
任
命
さ
れ
て
下
向
す
る
人
と
の
別
れ
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

と
し
ご
と
の
は
る
の
わ
か
れ
を
あ
は
れ
と
も
人
に
お
く
る
る
人
ぞ
し
る
ら
ん

　
左
　
坂
上
是
則
　
十
五

　
右
　
藤
原
元
真
　
十
五
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写真41　㉛　小大君（左十六）
高さ：10.9cm　幅：14.5cm　奥行：11.7cm　重さ：281g

写真42　㉜　藤原仲文（右十六）
高さ：14.5cm　幅：15.3cm　奥行：13.1cm　重さ：437g

㉛
　
小こ

大お
お

君ぎ
み

　
九
四
〇
年
頃
〜
一
〇
一
一
年
頃

　
三
条
天
皇
の
東
宮
時
代
に
女に

ょ

蔵く
ろ
う

人ど

（
宮
中
に
仕
え
る
下
級
の
女
房
）
と
し

て
仕
え
た
の
で
、「
三
条
院
女
蔵
人
左
近
」
と
称
さ
れ
た
。
藤ふ

じ

原わ
ら
の

朝あ
さ

光て
る

、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

実さ
ね

方か
た

、
平
兼
盛
（
㉟
）、
源

み
な
も
と
の

頼よ
り

光み
つ

と
交
渉
が
あ
り
、
藤
原
朝
光
と
は
長
ら

く
恋
愛
関
係
に
あ
っ
た
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

い
は
ば
し
の
よ
る
の
ち
ぎ
り
も
絶
ぬ
べ
し
あ
く
る
わ
び
し
き
か
つ
ら
ぎ
の
神

㉜
　
藤ふ

じ

原わ
ら
の

仲な
か

文ふ
み

　
九
二
三
年
〜
九
九
二
年

　
冷れ

い

泉ぜ
い

天て
ん

皇の
う

の
東
宮
時
代
の
蔵

く
ろ
う

人ど

な
ど
を
経
て
、
地
方
官
を
歴
任
。『
三
十
六

人
撰
』
を
編
纂
し
た
藤ふ

じ

原わ
ら
の

公き
ん

任と
う

と
交
流
。
掲
載
し
た
歌
は
、
有
明
の
月
を
待

つ
う
ち
に
夜
も
す
っ
か
り
更
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
情
景
に
、
自
ら
の
境
遇
を

重
ね
た
と
い
わ
れ
る
。
冷
泉
天
皇
の
東
宮
時
代
は
十
七
年
に
も
及
ぶ
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

あ
り
あ
け
の
月
の
ひ
か
り
を
ま
つ
ほ
ど
に
わ
が
よ
の
い
た
く
ふ
け
に
け
る
か
な

　
左
　
三
条
院
大
小
君
　
十
六

　
右
　
藤
原
仲
文
　
十
六
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写真43　㉝　大中臣能宣（左十七）
高さ：15.9cm　幅：17.5cm　奥行：12.8cm　重さ：496g

写真44　㉞　壬生忠見（右十七）
高さ：14.6cm　幅：17.3cm　奥行：12.2cm　重さ：437g

㉝
　
大お

お

中な
か

臣と
み
の

能よ
し

宣の
ぶ

　
九
二
一
年
〜
九
九
一
年

　
大
中
臣
頼
基（
⑳
）の
子
。
代
々
伊
勢
神
宮
の
祭
主
を
務
め
る
。
源
順（
㉖
）、

清
原
元
輔
（
㉘
）、
紀き

の

時と
き

文ぶ
み

、
坂

さ
か
の

上う
え
の

望も
ち

城き

と
と
も
に
「
梨な

し

壺つ
ぼ

の
五
人
」
に
数
え

ら
れ
、
宮
中
梨
壺
の
和
歌
所
で
、『
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う』

の
訓
読
と
『
後ご

撰せ
ん

集し
ゅ
う』

の
編
集

に
あ
た
っ
た
。
紫

む
ら
さ
き

式し
き

部ぶ

や
和い

ず
み泉

式し
き

部ぶ

な
ど
と
交
流
の
あ
っ
た
伊い

勢せ
の

大た
い

輔ふ

の
祖
父
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

千
と
せ
ま
で
か
ぎ
れ
る
松
も
け
ふ
よ
り
は
き
み
に
ひ
か
れ
て
よ
ろ
づ
よ
や
へ
ん

「
百
人
一
首
」

御
垣
守
衛
士
の
た
く
火
の
夜
は
燃
え
昼
は
消
え
つ
つ
物
を
こ
そ
思
へ

㉞
　
壬み

生ぶ
の

忠た
だ

見み

　
生
没
年
未
詳

　
壬
生
忠
岑
（
⑱
）
の
子
。
九
五
三
年
以
降
の
歌
合
で
活
躍
。
九
六
〇
年
に
開

催
さ
れ
た
天て

ん

徳と
く

内だ
い

裏り

歌う
た

合あ
わ
せに

お
い
て
、「
恋
す
て
ふ
」
の
歌
で
、
平
兼
盛
（
㉟
）

の
「
忍
ぶ
れ
ど
」
の
歌
と
競
い
敗
れ
た
。
そ
の
後
食
欲
不
振
に
陥
り
亡
く
な
っ

た
と
の
話
も
あ
る
が
、
実
際
は
亡
く
な
っ
て
お
ら
ず
脚
色
と
さ
れ
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

や
か
ず
と
も
く
さ
は
も
え
な
む
か
す
が
野
を
た
だ
は
る
の
日
に
ま
か
せ
た
ら
な
む

「
百
人
一
首
」

恋
す
て
ふ
我
名
は
ま
だ
き
立
に
け
り
人
し
れ
ず
こ
そ
お
も
ひ
初
し
か

　
左
　
大
中
臣
能
宣
朝
臣
　
十
七

　
右
　
壬
生
忠
見
　
十
七



33

写真45　㉟　平兼盛（左十八）
高さ：15.1cm　幅：15.3cm　奥行：13.5cm　重さ：489g

写真46　㊱　中務（右十八）
高さ：11.9cm　幅：11.9cm　奥行：15.5cm　重さ：318g

㉟
　
平

た
い
ら
の

兼か
ね

盛も
り

　
生
年
未
詳
〜
九
九
〇
年

　
光こ

う

孝こ
う

天て
ん

皇の
う

の
玄や

孫し
ゃ
ごで

、
篤あ

つ

之ゆ
き

王お
う

の
子
。
兼
盛
王
で
あ
っ
た
が
、
九
五
〇
年
に

臣
籍
に
下
り
、
平
姓
を
賜た

ま
わる

。
天て

ん

徳と
く

内だ
い

裏り

歌う
た

合あ
わ
せに

お
い
て
、
壬
生
忠
見
（
㉞
）

と
の
勝
負
で
優
劣
が
決
ま
ら
ず
に
い
た
と
き
、
村む

ら

上か
み

天て
ん

皇の
う

が
「
忍
れ
ど
」
の
歌

を
口
に
し
た
こ
と
で
勝
利
を
収
め
た
と
さ
れ
る
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」　
　

か
ぞ
ふ
れ
ば
わ
が
身
に
つ
も
る
と
し
つ
き
を
お
く
り
む
か
ふ
と
な
に
い
そ
ぐ
ら
ん

「
百
人
一
首
」

忍
ぶ
れ
ど
色
に
出
で
に
け
り
我
が
恋
は
物
や
思
ふ
と
人
の
問
ふ
ま
で

㊱
　
中な

か

務つ
か
さ　

九
一
二
年
〜
九
九
一
年

　
父
は
宇う

多だ

天て
ん

皇の
う

の
皇
子
敦あ

つ

慶よ
し

親し
ん

王の
う

、
母
は
伊
勢
（
④
）。
敦
慶
親
王
が
中な

か

務
つ
か
さ

卿き
ょ
うだ

っ
た
こ
と
か
ら
、
中
務
と
称
さ
れ
る
。
実
名
は
不
詳
。
源
信
明
（
㉔
）
を

は
じ
め
、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

実さ
ね

頼よ
り

、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

師も
ろ

氏う
じ

、
元も

と

良よ
し

親し
ん

王の
う

、
常つ

ね

明あ
き
ら

親し
ん

王の
う

な
ど
と
恋
愛

関
係
が
あ
っ
た
。

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
な
か
り
せ
ば
雪
き
え
ぬ
や
ま
ざ
と
い
か
で
は
る
を
し
ら
ま
し

　
左
　
兼
盛
　
十
八

　
右
　
中
務
　
十
八
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お
わ
り
に

　
作
品
を
観
察
し
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
最

後
に
記
し
て
お
く
。

　
・�

弓
二
張
と
刀
三
振
（
写
真
47
）
が
付
属

す
る
が
、
誰
に
と
も
な
う
か
不
明
。

　
・
弓
、
矢
、
刀
な
ど
は
木
と
紙
で
作
る
。

　
・
着
物
部
分
を
着
色
し
た
後
、
底
と
内
面

　
　
に
茶
色
を
塗
る
。

　
・
着
物
に
使
用
す
る
青
色
と
緑
色
の
絵
の

　
　
具
は
粒
状
感
が
あ
り
、
ざ
ら
つ
い
た
質
感
。
青
色
は
ラ
メ
状
に
光
る
。

　
・
素
焼
後
、
素
地
の
段
階
で
そ
れ
ぞ
れ
左
右
と
番
号
を
書
く
（
写
真
48
）。

　
本
作
の
大
き
な
特
色
は
彩
色
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
陶
工
で
は
な
く
、

絵
師
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
三
十
六
歌
仙
の
画が

帖じ
ょ
うや

扁へ
ん

額が
く

が
絵

師
に
よ
り
制
作
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
手
本
に
し
た
可
能
性
が
高
い
。
意
匠

や
絵
の
具
が
共
通
す
る
絵
画
作
品
が
見
つ
か
れ
ば
、
作
者
や
制
作
時
期
に
つ
い

て
、
よ
り
具
体
的
に
検
証
で
き
る
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
三
十
六
歌
仙
が
成
立
し
た
当
初
、
そ
の
関
心
は
歌
に
あ
っ
た
。
そ
こ
に
人
物

の
絵
が
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
つ
し
か
人
物
の
ほ
う
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
歌
仙
は
神
格
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
こ
で
紹
介
し
た
「
三
十
六
歌
仙
置
物
」
は
左
右
に
分
け
ら
れ
、
歌
合
の
体

裁
を
保
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
歌
は
無
く
、
備
前
焼
で
作
ら
れ
た
人
物
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
歌
を
書
い
た
色
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
少

な
く
と
も
現
状
で
は
確
認
で
き
な
い
。

　
本
作
は
、
彩
色
備
前
の
制
作
年
代
を
考
え
る
と
き
、
基
準
と
な
り
う
る
最
重

要
作
で
あ
る
と
同
時
に
、
歌
と
文
字
か
ら
始
ま
り
、
絵
画
、
そ
し
て
置
物
と
、

時
代
が
新
し
く
な
る
に
と
も
な
い
、
よ
り
具
象
的
な
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
く

三
十
六
歌
仙
に
お
い
て
、
そ
の
変
遷
を
知
る
一
事
例
に
も
位
置
付
け
ら
れ
る
。

《
参
考
文
献
》

・
井
並
林
太
郎
　「
総
論
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」『
流
転
一
〇
〇
年
　
佐
竹
本
　
三
十
六

歌
仙
絵
と
王
朝
の
美
』　
京
都
国
立
博
物
館
、
日
本
経
済
新
聞
社
編
　
日
本
経
済
新
聞

社
、
N 

H 

K
京
都
放
送
局
、
N 

H 

K
プ
ラ
ネ
ッ
ト
近
畿
、
京
都
新
聞
　
二
〇
一
九

・
今
泉
雄
作
、
小
森
彦
次
　『
日
本
陶
瓷
史
』　
雄
山
閣
　
一
九
二
五

・
岡
上
爲
右
衛
門
　『
備
前
窯
陶
誌
』　
大
塚
巧
藝
者
出
版
部
　
一
九
二
五

・
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
、
林
原
美
術
館
編
　『
天
下
人
の
書
状
を
よ
む
　
池
田
家
文
書
』　

吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
三

・
片
山
新
助
　『
岡
山
藩
の
絵
師
と
職
人
』　
山
陽
新
聞
社
　
一
九
九
三

・
桂
又
三
郎
　『
彩
色
備
前
三
十
六
歌
仙
』　
古
備
前
研
究
所
　
一
九
八
三

・
加
藤
祥
平
　「
十
七
世
紀
　
歌
仙
絵
の
諸
相
」『
歌
仙
―
王
朝
歌
人
へ
の
憧
れ
―
』　
徳
川

美
術
館
　
二
〇
一
三

・
笹
田
保
編
　『
行
啓
記
念
遺
墨
遺
品
帖
』　
温
古
会
　
一
九
二
六

・
重
根
弘
和
　「
備
前
焼
茶
道
具
の
記
録
―
―
一
七
世
紀
代
の
茶
会
記
を
中
心
に
―
―
」『
岡

山
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
四
一
　
岡
山
県
立
博
物
館
　
二
〇
二
一

・「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
　『
新
編
国
歌
大
観
』
一
　
角
川
書
店
　
一
九
八
三

・「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
　『
新
編
国
歌
大
観
』
五
　
角
川
書
店
　
一
九
八
七

・
藤
谷
榮
尾
　「
備
前
焼
」『
建
築
工
藝
叢
誌
』
五
　
建
築
工
藝
協
會
　
一
九
一
二

・
間
壁
忠
彦
　「
備
前
焼
」『
考
古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』
六
〇
　
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社
　

一
九
九
〇

・
目
賀
道
明
　「
備
前
焼
の
歴
史
」『
和
気
郡
史
』
資
料
編
　
下
巻
　
和
気
郡
史
刊
行
会
　
一

九
八
三

・
森
鴨
　「
三
十
六
歌
仙
絵
」『
三
十
六
歌
仙
絵
』
日
本
絵
巻
物
全
集
十
九
　
角
川
書
店
　

一
九
六
七

・
四
辻
秀
紀
　「
絵
画
化
さ
れ
た
歌
人
た
ち
」『
歌
仙
―
王
朝
歌
人
へ
の
憧
れ
―
』　
徳
川
美

術
館
　
二
〇
一
三

写真47　
付属品　弓と刀

写真48　⑤
大伴家持底面
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備
前
東
照
宮
の
奉
納
品
及
び
建
造
物
等
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
他
地
域
の
東
照
宮
と
の
比
較
を
含
め
て
―
―

　�

内
　
池
　
英
　
樹

は
じ
め
に

　

寛
永
二
一
（
正
保
元
・
一
六
四
四
）
年
に
岡
山
藩
主
池
田
光
政
に
よ
っ
て
、

備
前
東
照
宮
が
造
ら
れ
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
岡
山
藩
内
か
ら
の
尊
崇
を
受

け
た
。
そ
の
後
、
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
に
玉
井
宮
と
合
祀
さ
れ
、
現
在

は
玉
井
宮
東
照
宮
と
な
っ
て
い
る
。
本
殿
と
随
身
門
が
創
建
当
初
の
ま
ま
残
さ

れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
初
頭
の
建
造
物
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
本
殿
は
平
成

一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
度
に
岡
山
県
指
定
重
要
文
化
財
に
、
随
身
門
は
令
和
四

（
二
〇
二
二
）
年
度
に
岡
山
市
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
。
な
お
、
平
成
元

年
に
火
災
で
焼
失
し
た
拝
殿
及
び
幣
殿
は
、
明
治
一
四
年
に
造
ら
れ
て
お
り
、

江
戸
時
代
の
建
造
物
で
は
な
い
。

　

備
前
東
照
宮
の
勧
請
の
流
れ
は
、【
表
１
】の
通
り
で
あ
る
。『
池
田
光
政
公
伝
』

に
よ
る
と
、
寛
永
二
〇
年
に
す
で
に
光
政
か
ら
徳
川
家
光
に
対
し
て
内
々
に
尋

ね
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
寛
永
二
一
年
六
月
一
日
に
天
海
僧
正
よ
り
内
諾
を
受

け
た
（
１
）。
ま
た
、
翌
二
日
に
酒
井
忠
勝
か
ら
光
政
に
対
し
て
、
造
営
に
あ
た
っ

て
次
の
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
（
２
）。

　
　

貴
殿
の
志
は
尤
な
れ
と
も
、
以
後
国
々
残
な
く
願
は
れ
、
心
に
も
あ
ら
ぬ　

　
　

事
に
成
行
候
は
ん
は
如
何
也
、
さ
れ
は
い
か
に
軽
く
御
造
営
然
る
へ
し
。

　

備
前
に
続
い
て
勧
請
を
す
る
国
の
こ
と
も
あ
り
、「
軽
く
御
造
営
」
を
す
る

よ
う
に
と
言
い
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
造
営
が
は
じ
ま
る
の
は
、
同
年
七
月
九
日
で
あ
る
。
造
営
か
ら
完

成
ま
で
が
三
ヶ
月
と
短
い
こ
と
か
ら
、
基
本
的
な
建
造
物
の
材
料
等
に
つ
い
て

も
、
寛
永
二
〇
年
に
家
光
に
尋
ね
た
時
点
で
用
意
を
始
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

造
営
に
あ
わ
せ
て
、
池
田
光
政
か
ら
数
々
の
品
が
奉
納
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
城

下
町
で
は
祭
礼
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
備
前
東
照
宮
は
、
江
戸
時
代
を
通

し
て
岡
山
城
下
の
人
々
と
と
も
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
備
前
東
照
宮
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
『
玉

井
宮
東
照
宮
誌
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
造
営
の
流
れ
や
建
造
物
、
奉
納

さ
れ
た
品
々
等
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
倉
地
克
直
氏
や
神
原

邦
男
氏
ら
に
よ
る
東
照
宮
祭
礼
に
関
す
る
調
査
研
究
が
行
わ
れ
、
池
田
光
政
以

降
の
岡
山
藩
に
お
い
て
備
前
東
照
宮
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
（
３
）。
し
か
し
、
他
地
域
の
東
照
宮
に
奉
納
さ
れ
た
文

化
財
や
建
造
物
と
合
わ
せ
た
検
討
は
十
分
に
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
だ

ろ
う
（
4
）。

　

そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
備
前
東
照
宮
に
池
田
光
政
が
奉
納
し
た
品
や
建
造
物
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に
つ
い
て
、
鳥
取
や
他
地
域
の
東
照
宮
と
の
比
較
を
通
し
て
、
改
め
て
そ
の
設

立
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

一　

備
前
東
照
宮
へ
奉
納
さ
れ
た
品
と
建
造
物

　

現
在
、
玉
井
宮
東
照
宮
が
所
蔵
し
て
い
る
文
化
財
の
内
、
二
振
の
太
刀
と
甲

冑
が
、
池
田
光
政
の
奉
納
し
た
品
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

太
刀
は
、
い
ず
れ
も
刃
長
が
八
〇
㎝
を
超
え
て
お
り
、
伊
勢
神
宮
に
あ
る
奉

納
太
刀
と
似
た
形
状
で
あ
る（
5
）。
一
振
は
柄
の
部
分
の
飾
り
が
楕
円（
太
刀
一
・

写
真
１
）、
も
う
一
振
は
柄
の
部
分
の
飾
り
が
半
円
に
な
っ
て
い
る
（
太
刀
二
・

写
真
２
）。
こ
の
二
振
の
太
刀
の
銘
文
は
、
表
裏
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。

　

表
銘
：
大
法
師
法
橋
来
金
道
（
写
真
３
）　　
　

　

裏
銘
：
寛
永
二
十
一
年
八
月
吉
日　

藤
原
国
守
造
（
写
真
４
）

　

寛
永
二
一
（
一
六
四
四
）
年
は
、
一
二
月
一
六
日
で
改
元
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、東
照
宮
の
勧
請
が
認
め
ら
れ
た
と
き
の
年
月
で
銘
文
が
切
ら
れ
て
い
る
。

表
銘
の
「
大
法
師
法
橋
来
金
道
」
は
、
山
城
国
の
刀
工
で
「
三み

し
な
は

品
派
」
の
一
人

に
あ
た
る
。
裏
銘
の
「
藤
原
国
守
」
は
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
二
名
の

刀
工
の
名
前
が
表
裏
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
時
に
打
っ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら

な
い
が
、
両
名
が
制
作
に
携
わ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
初
代
伊
賀
金

道
は
徳
川
家
康
へ
刀
を
納
め
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
光
政
が
作
刀

を
依
頼
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

刃
文
に
つ
い
て
は
、
太
刀
一
は
直す

ぐ

刃は

調ち
ょ
う、

太
刀
二
は
丁

ち
ょ
う

子じ

や
具ぐ

の
目め

さ
ら
に

は
大
小
乱
れ
も
見
え
る
。
太
刀
一
の
鞘
は
、布
で
全
体
が
覆
わ
れ
て
い
る
上
に
、

交
互
に
重
な
る
よ
う
に
緑
や
青
、白
等
の
ビ
ー
ズ
が
施
さ
れ
て
い
る（
写
真
５
）。

ま
た
、
吊
り
下
げ
る
た
め
に
二
つ
の
金
具
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
は
葵
紋
が
彫

ら
れ
て
い
る
（
写
真
６
）。
太
刀
二
の
鞘
は
、
黒
漆
が
施
さ
れ
、
麒
麟
が
描
か

れ
て
い
る
（
写
真
７
）。
ま
た
、
吊
り
下
げ
る
た
め
の
金
具
が
二
個
設
け
ら
れ
、

そ
こ
に
は
葵
の
紋
が
施
さ
れ
て
い
る
（
写
真
８
）。
い
ず
れ
も
葵
紋
が
付
さ
れ

た
袋
に
入
っ
て
い
た
（
写
真
９
）。

　

一
方
、
奉
納
さ
れ
た
甲
冑
の
制
作
者
は
、
不
明
で
あ
る
（
写
真
10
）。
こ
の

甲
冑
は
、
水
戸
東
照
宮
に
徳
川
頼
房
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
徳
川
家
康
所
用
と

伝
わ
る
甲
冑
（
総
毛
引
紅
糸
威
胴
丸
具
足
（
茨
城
県
指
定
文
化
財
））
と
形
状

等
が
似
て
い
る
（
6
）。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
改
め
て
備
前
東
照
宮
へ
奉
納
さ

れ
た
甲
冑
を
見
る
と
、
明
ら
か
に
徳
川
家
を
意
識
し
た
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

前
立
（
写
真
11
）
は
も
ち
ろ
ん
、
胴
の
首
元
や
大
袖
の
上
部
等
各
所
に
、
徳
川

家
の
家
紋
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
（
写
真
12
～
14
）。

　

こ
の
ほ
か
に
は
、「
絵
書
」
も
奉
納
さ
れ
て
い
る
（
7
）。
具
体
的
な
奉
納
品
は

不
明
だ
が
、
後
述
す
る
通
り
、
各
地
の
東
照
宮
に
は
、
甲
冑
、
太
刀
、
そ
し
て

三
十
六
歌
仙
扁
額
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
備
前
東
照
宮

に
も
三
十
六
歌
仙
扁
額
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

備
前
東
照
宮
本
殿
及
び
随
身
門
の
平
面
図
は
、
図
１
、２
の
通
り
で
あ
る
。

本
殿
は
、
桁
行
三
間
梁
間
二
間
の
入
り
母
屋
造
り
で
あ
る
。
備
前
東
照
宮
本
殿

を
横
か
ら
見
た
様
子
が
、
写
真
15
で
あ
る
。
ま
た
、
写
真
16
は
随
身
門
を
正
面

か
ら
見
た
様
子
に
な
る
。
現
在
の
本
殿
の
屋
根
は
銅
板
葺
で
あ
る
。
し
か
し
、

寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
の
屋
根
修
理
の
際
に
、
檜
皮
葺
に
し
な
く
て
も
良
い

か
と
江
戸
留
守
居
か
ら
「
植（

上
野
）野（

寛
永
寺
）」
に
尋
ね
て
い
た
（
8
）。
そ
の
結
果
、

「
檜
皮
ニ
而
無
之
而
ハ
難
成
趣
ニ
付
、
此
度
茂
其
侭
檜
皮
葺
ニ
被　

仰
付
候
也
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（
檜
皮
葺
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
）」
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と

も
建
立
当
初
か
ら
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
は
、
檜
皮
葺
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

二　

他
地
域
の
東
照
宮
と
の
比
較

　

こ
こ
で
は
、
金
沢
城
研
究
調
査
室
（
現
、
金
沢
城
調
査
研
究
所
）
に
よ
る
先

行
研
究
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
備
前
東
照
宮
と
各
地
の
東
照
宮
に
つ
い
て
比
較

を
試
み
た
い
【
表
２
】（
9
）。

　

比
較
す
る
項
目
と
し
て
、
建
造
物
の
構
造
、
奉
納
物
等
を
挙
げ
て
み
た
。
本

殿
や
拝
殿
の
他
に
も
、
多
く
の
構
造
物
が
東
照
宮
に
は
あ
る
が
、
権
現
造
と
そ

う
で
は
な
い
場
合
の
本
殿
と
拝
殿
・
幣
殿
と
の
関
係
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
権
現
造
の
場
合
は
、
本
殿
と
幣
殿
・
拝
殿
が
一
体
化
し
て
お
り
、
備
前
東

照
宮
や
因
幡
東
照
宮
の
よ
う
に
本
殿
、
拝
殿
、
幣
殿
が
分
割
さ
れ
て
は
い
な
い
。

水
戸
徳
川
家
の
よ
う
な
御
三
家
や
、
江
戸
等
で
先
行
し
て
建
立
さ
れ
た
東
照
宮

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
権
現
造
に
な
っ
て
お
り
、
内
部
に
は
廟
も
設
け
ら
れ
た

（
10
）。

　

こ
こ
で
大
老
の
酒
井
か
ら
池
田
光
政
が
言
わ
れ
た
一
言
（
軽
く
御
造
営
然
る

べ
し
）
に
改
め
て
注
目
し
た
い
。
岡
山
藩
を
は
じ
め
と
し
た
外
様
大
名
ら
が
建

造
し
た
東
照
宮
は
、
そ
の
多
く
が
権
現
造
で
は
な
く
、「
軽
く
御
造
営
」
と
言

わ
れ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る（
11
）。
金
沢
東
照
宮
（
現
尾
崎
神
社
）
以
降
、
各

地
で
造
ら
れ
た
東
照
宮
は
、「
軽
く
御
造
営
」
さ
れ
、
酒
井
の
言
葉
が
守
ら
れ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

建
造
物
以
外
の
も
の
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
太
刀
と
甲
冑
、
そ
し
て

三
十
六
歌
仙
扁
額
が
多
く
の
東
照
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
。

　

甲
冑
は
、
紀
州
東
照
宮
や
水
戸
東
照
宮
な
ど
江
戸
時
代
初
期
に
造
ら
れ
た
東

照
宮
に
は
、
家
康
所
用
と
伝
わ
る
も
の
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

徳
川
家
康
の
子
や
徳
川
家
ゆ
か
り
の
場
所
に
東
照
宮
が
造
ら
れ
た
場
合
が
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
家
康
を
祀
る
た
め
家
康
所
用
の
も
の
が
求
め
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。
水
戸
や
紀
州
の
東
照
宮
で
は
、
太
刀
も
家
康
所
用
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
先
行
し
て
和
歌
山
に
造
ら
れ
た
紀
州
東
照
宮
に
奉
納
さ
れ
た
太
刀
と

比
べ
て
み
る
と
、
家
康
か
ら
徳
川
頼
宣
に
分
け
ら
れ
た
遺
品
と
考
え
ら
れ
る
二

振
の
太
刀
は
、
い
ず
れ
も
が
鎌
倉
時
代
に
備
前
で
作
刀
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

拵
え
も
糸
巻
太
刀
拵
で
備
前
東
照
宮
の
も
の
と
は
異
な
る（
12
）。

　

御
三
家
な
ど
の
場
合
は
、
自
分
の
家
に
家
康
所
用
の
武
器
・
武
具
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
が
、
外
様
大
名
と
な
る
と
そ
こ
は
難
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
備
前
東

照
宮
で
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
水
戸
東
照
宮
の
甲
冑
に
似
せ
て
、
さ
ら
に

各
所
に
葵
紋
を
付
し
た
も
の
が
用
意
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
武
器
・
武
具
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
造
り
や
制
作
者
等
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
三
十
六
歌
仙
扁
額
に
つ
い
て
は
、
日
光
東
照
宮
に
徳
川
秀
忠
が
後
水

尾
天
皇
に
依
頼
し
て
三
十
六
歌
仙
和
歌
を
奉
納
し
て
お
り（
13
）、
そ
れ
に
な
ら
っ

て
東
照
宮
に
は
三
十
六
歌
仙
に
関
す
る
品
が
奉
納
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ

る（
14
）。
し
か
し
、
備
前
東
照
宮
に
は
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
後
述
し
た
い
。
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三　

因
幡
東
照
宮
と
備
前
東
照
宮

　

こ
こ
で
は
、
備
前
東
照
宮
の
理
解
を
深
め
て
い
く
た
め
に
、
池
田
光
政
と
同

族
で
あ
る
鳥
取
藩
池
田
家
が
造
営
し
た
因
幡
東
照
宮
（
現
鳥
取
東
照
宮
）
と
比

較
を
試
み
た
い
。
因
幡
東
照
宮
は
、
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
に
鳥
取
藩
主
池

田
光
仲
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
。
本
殿
、
及
び
幣
殿
は
い
ず
れ
も
国
指
定
の
重
要

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
建
造
物
を
ま
と
め
て
み
た
も
の
は
、
前
掲
の
【
表
２
】
の
通
り

で
あ
る
。
改
め
て
比
較
し
て
み
る
と
、
備
前
東
照
宮
の
建
造
物
が
因
幡
東
照
宮

の
も
の
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
参
考
と
し
て
、
本
殿
（
写
真

17
）、
随
神
門
（
写
真
18
）
を
付
し
た
。

　

ま
た
、
備
前
東
照
宮
お
よ
び
因
幡
東
照
宮
は
、
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
大
工

（
頭
）
が
「
木
原
木
工
允
従
五
位
藤
原
義
久
」
で
同
じ
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
に
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
建
築
の
指
導
に
当
た
っ
た
と
考
え
る
べ
き

だ
ろ
う
が
、「
木
原
木
工
允
従
五
位
藤
原
義
久
」
が
関
わ
っ
た
多
く
の
東
照
宮

が
「
軽
く
御
造
営
」
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

建
造
物
が
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
一
方
、

奉
納
さ
れ
た
品
も
、
両
社
と
も
似
て
い
る
【
表
３
】。

　

そ
れ
で
は
、
改
め
て
比
較
し
て
み
た
い
。
因
幡
東
照
宮
に
は
四
振
、
備
前
東

照
宮
に
は
二
振
の
太
刀
が
そ
れ
ぞ
れ
池
田
光
仲
、
光
政
か
ら
奉
納
さ
れ
た
と
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
太
刀
の
特
徴
と
し
て
は
、
伊
勢
神
宮
に
奉
納
さ
れ
た
太
刀
に

似
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
る（
15
）。【
表
３
】
の
内
、
１
と
６
、２
と
７
が
形
式
と

し
て
は
よ
く
似
て
い
る
（
写
真
19
、
20
）。
た
だ
し
、
因
幡
東
照
宮
に
奉
納
さ

れ
た
刀
剣
類
は
、
い
ず
れ
も
鳥
取
藩
の
刀
工
が
作
っ
て
お
り
、
備
前
東
照
宮
と

は
異
な
る
。

　

甲
冑
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
調
査
や
報
告
は
ま
だ

な
い
。
し
か
し
、
緋
縅
で
小こ

札ざ
ね

が
結
ば
れ
て
い
る
点
や
、
前
立
の
形
状
、
吹
き

返
し
や
各
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
葵
紋
等
が
、よ
く
似
て
い
る
（
写
真
21
、22
）。

　

備
前
・
因
幡
の
い
ず
れ
も
の
東
照
宮
に
は
、
似
た
よ
う
な
太
刀
と
甲
冑
が
奉

納
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
先
行
し
て
造
立
さ
れ
た
水
戸
や
紀
州
の
東
照
宮

に
準
じ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
三
十
六
歌
仙
（
扁
）
額
の

奉
納
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
因
幡
東
照
宮
と
同
じ
よ
う
に
水
戸
東

照
宮
や
紀
州
東
照
宮
へ
は
三
十
六
歌
仙
が
奉
納
さ
れ
て
い
る（
16
）。
一
方
、
備
前

東
照
宮
に
は
、
明
確
で
は
な
い
が
「
絵
書
彩
色
」
と
い
う
形
で
、
何
ら
か
の
彩

色
さ
れ
た
も
の
が
奉
納
さ
れ
た（
17
）。
後
に
、
三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
あ
る
柿
本

人
麻
呂
を
祀
っ
た
「
人
丸
神
社
」
が
境
内
に
設
置
さ
れ
、
明
治
に
な
っ
た
と
き

に
合
社
さ
れ
た（
18
）。

　

詳
細
は
不
明
な
こ
と
か
ら
、
備
前
東
照
宮
の
扁
額
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る

調
査
・
検
討
が
必
要
で
あ
る（
18
）。
こ
れ
ら
の
奉
納
物
は
、
東
照
宮
を
祀
ろ
う
と

し
て
行
わ
れ
た
一
連
の
東
照
宮
勧
請
の
際
に
用
意
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

以
上
、
備
前
東
照
宮
の
建
造
物
及
び
奉
納
品
に
つ
い
て
、
全
国
に
あ
る
東
照

宮
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
た
。
池
田
光
政
が
手
掛
け
た
備
前
東
照
宮
は
、
外

様
大
名
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
加
賀
前
田
家
の
金
沢
東
照
宮
に
続
き
造
営
さ

れ
、
そ
の
後
各
地
に
設
け
ら
れ
る
「
軽
く
御
造
営
」
さ
れ
た
東
照
宮
の
先
駆
け
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に
な
っ
た
。
奉
納
さ
れ
た
も
の
も
、
他
地
域
の
東
照
宮
と
比
較
し
て
も
違
和
感

は
な
い
こ
と
か
ら
、
先
行
し
て
造
ら
れ
た
権
現
造
東
照
宮
の
奉
納
品
に
倣
い
つ

つ
、「
軽
く
御
造
営
」
し
た
本
殿
等
に
配
置
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
う

い
う
意
味
で
も
備
前
東
照
宮
は
、「
外
様
大
名
の
中
で
」
と
い
う
言
葉
を
補
っ

た
う
え
で
、
各
地
に
造
ら
れ
て
い
く
「
軽
く
御
造
営
」
し
た
東
照
宮
の
先
駆
け

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

備
前
東
照
宮
は
、
現
在
玉
井
宮
東
照
宮
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
ま
ま
の

本
殿
や
光
政
奉
納
の
太
刀
、甲
冑
が
残
っ
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
の
だ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
奉
納
品
や
建
造
物
に
つ
い
て
、
十
分
に
調
査
が
さ
れ
て
き
た
と
は
言

い
が
た
い
。
本
稿
は
、
さ
さ
や
か
な
検
討
、
紹
介
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
よ
り
精
緻
な
分
析
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の

成
果
を
ふ
ま
え
て
、
各
地
の
東
照
宮
と
比
較
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
池
田
光
政

が
目
指
し
た
国
造
り
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

【
註
】

（
１
）�『
池
田
光
政
公
伝　

上
巻
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
八
〇
年
、
六
八
〇
〜
六
九
〇
頁
）。

　

 　

�

岡
山
へ
の
東
照
宮
勧
請
に
あ
た
っ
て
、
天
海
僧
正
を
は
じ
め
東
叡
山
寛
永
寺
及
び
塔
頭
の
毘

沙
門
堂
や
常
照
院
等
が
次
の
よ
う
な
役
割
で
登
場
す
る
。

　

 　
　

開
眼　

東
叡
山
毘
沙
門
堂
公
海
僧
正
（
こ
の
時
東
叡
山
座
主
）

　

 　
　

守
護　

常
照
院
憲
海
な
ら
び
に
山
門
衆

　

 　
　

四
ヶ
法
要　

常
照
院
憲
海
、
銘
金
山
遍
照
院
ら
。

　

 　

�

勧
請
に
関
す
る
行
事
は
、ほ
と
ん
ど
が
寛
永
寺
ま
た
は
寛
永
寺
塔
頭
が
務
め
た
。
そ
の
中
で
、

銘
金
山
遍
照
院
（
現
、
金
山
寺
）
が
地
元
か
ら
参
加
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
東
照
宮
勧
請

に
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

 　

�

ま
た
、
後
に
鳥
取
に
東
照
宮
を
勧
請
し
た
際
に
は
、
金
山
寺
か
ら
使
者
が
き
て
、
白
銀

二
〇
枚
と
呉
服
一
重
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
（『
東
照
宮
展　

後
期
』
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
、

二
〇
〇
三
年
、
三
五
頁
）。

（
２
）『
池
田
家
履
歴
略
記　

上
巻
』（
日
本
文
教
出
版
、
一
九
六
三
年
、
一
七
七
頁
）。

（
３
）�

倉
地
克
直「
東
照
宮
祭
礼
に
つ
い
て
」（『
近
世
の
民
衆
と
支
配
思
想
』柏
書
房
、一
九
九
六
年
）。

神
原
邦
男
監
修
『
東
照
宮
祭
礼
と
岡
山
城
下
の
ひ
と
び
と
』
上
・
下
（
備
前
池
田
家
の
伝
え

た
文
化
遺
産
を
守
る
会
、
二
〇
一
五
年
）。

（
４
）�

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
主
に
次
に
あ
げ
る
東
照
宮
に
関
す
る
研
究
成
果
に
学
ん
だ
。

　

 　

・
杣
田
善
雄
『
幕
藩
権
力
と
寺
院
・
門
跡
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）

　

 　

・『
金
沢
東
照
宮
（
尾
崎
神
社
）
の
研
究
』（
金
沢
城
研
究
調
査
室
、
二
〇
〇
六
年
）

　

 　

・
中
野
光
浩
『
諸
国
東
照
宮
の
史
的
研
究
』（
名
著
刊
行
会
、
二
〇
〇
八
年
）

　

 　

・
杣
田
善
雄
『
将
軍
権
力
の
確
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）

　

 　

・�

加
藤
千
晶
・
重
枝
豊
「
一
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
権
現
造
の
受
容
に
関
す
る
一
考
察
」（『
日

本
大
学
理
工
学
部
理
工
学
研
究
所
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル　

一
四
二
』（
日
本
大
学
理
工
学
部

理
工
学
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
）

　
　

 �

な
お
、
外
様
大
名
の
東
照
宮
の
勧
請
に
あ
た
っ
て
、
木
原
義
久
が
指
示
を
し
て
い
た
こ
と
を

指
摘
さ
れ
た
高
橋
洋
司
「
諸
国
東
照
宮
の
造
営
か
ら
見
る
幕
府
作
事
方
御
大
工
木
原
義
久
の

職
分
」（『
日
本
建
築
学
会
関
東
支
部
研
究
報
告
集
』、
二
〇
〇
九
年
）
は
未
見
で
あ
る
。

（
5
）�『
神
宮
名
品
図
録
』（
神
宮
徴
古
館
農
業
館
、
二
〇
〇
九
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
鎌
倉
時
代

前
期
・
室
町
時
代
前
期
の
二
振
の
玉
纏
横
刀
。
備
前
及
び
因
幡
東
照
宮
の
柄
の
部
分
は
、
玉

纏
横
刀
の
柄
に
似
せ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
6
）『
徳
川
頼
房
―
初
代
水
戸
藩
主
の
奇
跡
―
』（
水
戸
市
立
博
物
館
、
二
〇
二
一
年
）

（
7
）�「
池
田
家
履
歴
略
記
」（
岡
山
大
学
図
書
館
池
田
家
文
庫
、
T
A
H
‐
60
）
を
、
国
文
学
研
究

資
料
館
の
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
東
照
宮
勧
請
の
場
面
が
、
次
の
よ
う

に
列
挙
さ
れ
て
い
た
（
傍
線
は
筆
者
が
付
し
た
）。

　
　

 　
（
前
略
）

　
　
　
　

御
作
事
方

　
　

 　
（
中
略
）

　
　
　
　

一
鳥
居
随
身
門
仁
王
門
惣
門　
　

村
田
弥
兵
衛　
　

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

鈴
田
夫
兵
衛

　
　
　
　

一
柵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
毛
七
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
島
平
兵
衛

　
　
　
　

一
絵
書
彩
色　
　
　
　
　
　
　
　

横
目　

野
間
八
郎
左
衛
門

　
　
　
　

一
塗
師
道
具
諸
取
総
手
へ
渡
す
奉
行　

横
目　

小
堀
次
郎
左
衛
門

　
　
　
　

一
飾
屋
道
具
請
取
惣
手
江
渡
す
奉
行　

同　

稲
川
九
郎
左
衛
門

　
　

 　
（
後
略
）

　
　

 �
ま
た
、『
岡
山
藩
家
中
諸
士
家
譜
五
音
寄
（
2
）』（
岡
山
大
学
文
学
部
、
一
九
九
三
年
）
に

あ
る
野
間
久
右
衛
門
の
記
録
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

一
正
保
元
年
七
月
ニ　

権
現
様
御
宮
彩
色
奉
行
被　

仰
付
、
同
十
二
月
ニ
仕
廻
申
候

　
　

 �

以
上
の
こ
と
か
ら
、
野
間
八
郎
左
衛
門
（
久
右
衛
門
）
が
奉
行
と
な
っ
て
、
本
殿
等
に
彩
色

を
施
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
絵
書
」
と
書
い
て
あ
り
、
そ
こ
に
絵
馬

が
含
ま
れ
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
池
田
光
政
自
身
が
書
き
、
狩
野
探
幽
が
彩

色
し
た
三
十
六
歌
仙
一
帖
が
林
原
美
術
館
に
伝
来
し
て
い
る
（
林
原
美
術
館　

橋
本
龍
学
芸

課
長
の
ご
教
示
に
よ
る
）。



40

【
謝
辞
】
本
稿
作
成
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
二
六
年
度
に
行
っ
た
交
流
展
『
鳥

取
藩
池
田
家
三
十
二
万
石
』（
会
期
：
平
成
二
七
年
一
月
二
一
日
〜
二
月
二
一

日
）
で
、
因
幡
東
照
宮
へ
奉
納
さ
れ
た
甲
冑
と
太
刀
を
展
示
す
る
に
あ
た
り
、

玉
井
宮
東
照
宮
所
蔵
の
甲
冑
・
太
刀
と
似
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。
自

身
の
転
勤
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
等
の
困
難
が
重
な
り
ま
し
た
が
、

今
回
、
ひ
と
ま
ず
調
査
を
し
た
結
果
を
簡
単
に
ま
と
め
た
つ
も
り
で
す
。

　

本
稿
作
成
は
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
品
や
、
建
造
物
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
玉
井
宮
東
照
宮
名
誉
宮
司
佐
々
木
講
治
様
、
宮
司
佐
々
木
祥
之
様
、

禰
宜
佐
々
木
浩
之
様
、
そ
し
て
、
鳥
取
東
照
宮
宮
司
長
尾
隆
久
様
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
池
田
家
に
つ
い
て
は
、
常
日
頃
よ
り
意
見
交
換
に
付
き
合
っ
て
く
れ
て
い

る
伊
藤
康
晴
氏
、
来
見
田
博
基
氏
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
大
西
泰
正
様
、
小
野
田
伸
様
、
岸
本
賢
信
様
、
原
田
莉
沙
子
様
、

藤
尾
隆
志
様
に
は
、
資
料
閲
覧
や
情
報
提
供
等
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
 　

�

な
お
、
令
和
七
年
一
一
月
二
〇
日
に
、
玉
井
宮
東
照
宮
名
誉
宮
司
佐
々
木
講
治
氏
・
禰
宜
佐
々

木
浩
之
氏
に
三
十
六
歌
仙
扁
額
に
つ
い
て
情
報
を
お
持
ち
で
は
な
い
か
と
伺
っ
た
が
、
そ
れ

ら
の
記
録
や
口
伝
は
残
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

（
8
）「
東
照
宮
御
葺
替
正
遷
宮
一
件
」（
岡
山
大
学
図
書
館
所
蔵
池
田
家
文
庫
、
P
1
‐
2
0
4
）。

　
　
　

一
東
照
宮
御
屋
根
破
損
ニ
付
、
御
葺
替
被　

仰
付
、

　
　
　
　

四
月
下
旬
ゟ
取
懸
り
、
五
月
中
如
故
檜
皮
葺
ニ

　
　
　
　

出
来
、
尤
箱
・
棟
・
千
木
・
鞭
木
共
御
仕
替
、
相
調

　
　
　
　
　
　

但
、
檜
皮
葺
ニ
て
無
之
共
、
苦
ケ
間
敷
哉
否
之
儀
、

　
　
　
　
　
　

於
江
戸
御
留
守
居
共
ゟ
植
野
表
江
内
々
ニ
而
承
合

　
　
　
　
　
　

候
処
、
檜
皮
ニ
而
無
之
而
ハ
難
成
趣
ニ
付
、
此
度
茂

　
　
　
　
　
　

其
侭
檜
皮
葺
ニ
被　

仰
付
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
十
六
日
ゟ
正
遷
宮
ニ
付
、
諸
事
左
之
通

　
　
　
　
　
　
　
　

被　

仰
付

（
9
）�『
金
沢
東
照
宮
（
尾
崎
神
社
）
の
研
究
』（
金
沢
城
史
料
叢
書
３
、
金
沢
城
研
究
調
査
室
、

二
〇
〇
六
年
）。
本
稿
で
は
、
徳
川
家
康
の
死
後
か
ら
一
六
五
〇
年
ま
で
に
造
営
さ
れ
、
報

告
書
等
で
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
東
照
宮
に
限
っ
て
記
述
し
た
。
そ
の
た
め
、
私
が
管
見

で
き
た
範
囲
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

（
10
）�

各
地
の
東
照
宮
の
内
部
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
戦
災
で
失
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、『
戦
災
等
に
よ
る
焼
失
文
化

財　

建
造
物
（
霊
廟
・
東
照
宮
）
篇
』（
文
化
財
保
護
委
員
会
、
一
九
六
五
年
）
や
『
戦
災

等
に
よ
る
焼
失
文
化
財
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
等
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
11
）�『
松
江
神
社
建
造
物
調
査
報
告
書
』（
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
松

江
東
照
宮
は
、
寛
永
五
（
一
六
二
八
）
年
に
堀
尾
忠
晴
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
寛

文
元
（
一
六
六
一
）
年
に
松
平
直
政
に
よ
っ
て
通
殿
・
拝
殿
を
増
築
さ
れ
、
権
現
造
の
形
に

な
っ
た
と
あ
る
。

（
12
）�『
特
別
展 

紀
州
東
照
宮
の
宝
刀
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
二
四
年
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
太
刀 

銘 

左
近
将
監
景
依 

正
応
二
年
十
一
月
日
」、「
太
刀 

銘 

光
忠
」（
い
ず
れ
も

重
要
文
化
財
）
を
指
す
。

（
13
）�

山
作
良
之
「
日
光
東
照
宮
蔵
三
十
六
歌
仙
扁
額
製
作
の
経
緯
」（『
大
日
光
』
七
九
、
大
日
光

発
行
所
、
二
〇
〇
九
年
）。
山
作
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
徳
川
秀
忠
か
ら
後
水
尾
天
皇
に
日

光
東
照
宮
に
奉
納
す
る
三
十
六
歌
仙
扁
額
へ
宸
筆
を
頂
戴
し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
三
十
六
歌
仙
扁
額
が
東
照
宮
を
よ
り
権
威
付
け
る
た
め
に
奉
納
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
14
）�

オ
レ
グ
・
プ
リ
ミ
ア
ー
ニ
「
江
戸
初
期
の
東
照
宮
三
十
六
歌
仙
扁
額
の
書
」（『
語
学
教
育
研

究
論
叢
三
三
』、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
、
オ
レ
グ
氏
の
研
究
を
参
照
し
た
。

（
15
）
註
（
４
）。

（
16
）
註
（
6
）
及
び
、註
（
14
）、『
紀
州
東
照
宮
の
歴
史
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、一
九
九
〇
年
）。

（
17
）�「
絵
書
彩
色
」
に
つ
い
て
は
、
本
殿
等
の
内
部
に
絵
を
描
い
た
り
、
彩
色
を
施
し
た
り
し
た

可
能
性
も
考
え
た
。
本
稿
で
は
、何
か
が
彩
色
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
す
る
た
め
に
、

あ
え
て
記
述
す
る
こ
と
に
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
18
）『
玉
井
宮
東
照
宮
誌
』
及
び
令
和
七
年
一
一
月
二
〇
日
の
調
査
時
の
聞
き
取
り
。

（
19
）�

備
前
東
照
宮
の
奉
納
物
に
つ
い
て
は
、
岡
山
城
天
守
閣
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
現
品
及
び
『
玉

井
宮
東
照
宮
誌
』
を
も
と
に
ま
と
め
た
。
ま
た
、
因
幡
東
照
宮
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
県
立
博

物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
現
品
及
び
『
江
戸
開
府
四
〇
〇
年 

東
照
宮
展
』（
前
期
・
後
期
、

鳥
取
市
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
建
造
物
に
つ
い
て
は
、『
重

要
文
化
財
樗
谿
神
社
本
殿
唐
門
拝
殿
及
幣
殿
修
理
工
事
報
告
書
』（
重
要
文
化
財
樗
谿
公
園

修
理
委
員
会
、
一
九
五
六
年
）
を
参
照
し
た
。
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表1　岡山東照宮の成立に関して

年 月日 できごと

寛永20(1643)年 不詳 池田光政が天海僧正を通して、家光に東照宮勧請について内々に
尋ねる

寛永21年・正保1(1644)年

6 月 1日 天海僧正から東照宮勧請の内諾がある

6月 2日
大老酒井讃岐守（忠勝）の元へ池田光政が参上

酒井から「軽く御造営然るべし」と言われる

7月 9日 造営を命ずる

9月17日 神体開眼供養

12月 1日 神体を奉迎のための家臣が備前より出発

12月17日 落成

正保2(1645)年

1 月19日 神体が江戸を出発

2月 8日 神体が牛窓港へ到着。同日中に岡山城下へ移動

2月16日 夜遷宮

2月17日 本社で四箇法要執行

2月18日 薬師如来開眼供養

2月19日 拝殿で論議執行

5月17日 東照大権現から東照宮となる

典拠：『池田光政公伝』『池田家履歴略記』『玉井宮東照宮誌』をもとに作成した。
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表2　元和3（1617）年～慶安3（1650）年にかけて造立された主な東照宮の比較
名称 完成 御大工 形態 奉納太刀 奉納甲冑 三十六歌仙 出典 備考

1 久能山東照宮 元和3 1617 中井大和守正清 複合社殿 ◯（重文） ◯（重文） ◯ 久能山東照宮修理
報告書

寛永期のものを移築。
当初は、檜皮葺。

2 日光東照宮（創建時） 元和3 1617 中井大和守正清 複合社殿 ◯（国宝） ◯ 金沢報告書、とちぎ
デジタルミュージアム

3 紅葉山東照宮 元和4 1618 中井大和守正清 ◯（重文） 金沢報告書 現存せず。

4 名古屋東照宮 元和5 1619 澤田若狭守吉次 複合社殿 ◯ ◯ 歌仙色紙 金沢報告書 戦災で焼失。

5 水戸東照宮 元和7 1621

中島土佐元次、
同内匠助宗次、
同采女正家次、
同監物嶺次、
菊田主水金次

複合社殿 ◯（重文） ◯（重文） ◯（市指定）金沢報告書 戦災で焼失。

6 和歌山東照宮 元和7 1621 中村讃岐守家次、
中村織部久長 複合社殿 ◯（重文） ◯（重文） ◯

金沢報告書、『特別
展紀州東照宮の宝
刀』

7 日吉東照宮 元和9 1623 複合社殿 ◯ 金沢報告書 現在の社殿は、寛
永11(1634)年のもの。

8 金地院東照宮 寛永5 1628 複合社殿 ◯ 金沢報告書

9 松江東照宮 寛永5 1628
独立社殿
※後に複
合社殿

◯（市指定） ◯（市指定）松江神社建造物調査報告書

10 日光東照宮（寛永） 寛永13 1636 甲良豊後守宗弘
ほか 複合社殿 ◯（重文） ◯（重文） ◯ 金沢報告書

銅瓦は承応3
(1654)年の修理の
際に交換したもの。

11 仙波東照宮 寛永17 1640
木原木工允義次、
名代鈴木彦左衛
門、杉本五左衛門

独立社殿 ◯（重文） 金沢報告書 銅瓦葺は後世の改
変。当初は橡葺。

12 柴東照宮 寛永18 1641 木原木工允義次、
鈴木修理亮長恒 独立社殿 金沢報告書 戦災で焼失。

13 金沢東照宮 寛永20 1643 木原木工允義次 独立社殿 ◯（市指定）金沢報告書

14 世良田東照宮 寛永21 1644 独立社殿 ◯（重文） ◯（県指定）世良田東照宮HP

15 備前東照宮 正保2 1645 木原木工允義次 独立社殿 ◯ ◯ 金沢報告書、『玉井
宮東照宮誌』

16 滝山東照宮 正保3 1646 木原木工允義次、
鈴木修理亮長恒 独立社殿 ◯（重文） ◯（市指定）金沢報告書、岡崎市HP

17 広島東照宮 慶安1 1648 独立社殿 ◯ 『廣島市史社寺誌』、
広島東照宮HP

昭和20年に原子爆
弾により焼失。

18 因幡東照宮 慶安3 1650 木原木工允義次 独立社殿 ◯（県指定） ◯ ◯（県指定）金沢報告書

【注】�主には金沢城調査研究室『金沢東照宮（尾崎神社）の研究』P.3-13（出典では金沢報告書）、文化庁文化財データ
ベース（出典では、文化庁DB）等を参考に作成した。

　　 なお、現時点で判明していない項目は、すべて空欄とした。
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表3　備前東照宮及び因幡東照宮への奉納文化財一覧
資料名 製作年 刃長 反り 目釘穴 拵え 指定区分 奉納者

備前

1 太刀 銘 大法師法橋来金道 寛永 21(1644) 年 82.7 1.3 1 池田光政

2 太刀 銘 大法師法橋来金道 寛永 21(1644) 年 93.6 1.2 1 池田光政

3 緋縅甲冑 池田光政

4 絵書 池田光政

因幡

5 太刀 銘 信濃大掾藤原忠国 慶安 2(1649) 年 82.6 1.3 1 信濃大掾藤原忠国玉纏太刀式
の太刀拵 県 池田光仲

6 太刀 銘 信濃大掾藤原忠国 慶安 2(1649) 年 95.8 2.0 1 信濃大掾藤原忠国第一太刀式
の太刀拵 県 池田光仲

7 太刀 銘 信濃大掾藤原忠国 慶安 2(1649) 年 85.3 2.5 1 信濃大掾藤原忠国錺剣（飾太
刀）拵 県 池田光仲

8 太刀 銘 伯耆国倉吉住人播磨大掾藤原正綱 慶安 3(1650) 年 105.3 1.6 1 伯耆国倉吉住人播磨大掾藤原
正綱 県

9 三十六歌仙額（狩野探幽作） 慶安 3(1650) 年 県 池田光仲

10 金小札朱糸威胴丸具足 江戸時代初期 池田光仲
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写真１：太刀１

写真 2 ：太刀 2 　いずれも令和 2（2020）年 5 月20日撮影。
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写真３　表銘写真４　裏銘
いずれも、太刀 2 を令和 7（2025）年12月24日撮影。
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写真 6 　太刀 1 の金具アップ

写真 8 　太刀 2 の金具アップ

写真 9 　太刀袋のアップ いずれも令和 7（2025）年12月24日撮影。

写真 7 　太刀 2 の飾りアップ

写真 5 　太刀１の飾りアップ
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写真10：緋縅甲冑 （佐藤寛介氏撮影）
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写真12　背面

写真14　大袖上部

写真11　兜前面

写真13　喉輪下部及び胴上部

いずれも令和 2（2020）年 5 月20日撮影。
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図 1 ：岡山東照宮本殿平面図

図 2 ：備前東照宮随身門平面図

いずれも『玉井宮東照宮誌』より転載。
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写真15：備前東照宮本殿（側面より撮影）

写真16：備前東照宮随身門

いずれも令和 2（2020）年 7 月28日撮影。
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写真17：鳥取東照宮本殿（側面より撮影）

写真18：鳥取東照宮随神門

いずれも令和元（2019）年 8 月30日撮影。
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写真20：太刀の金具部分のアップ。　　　　
　　　　平成26年度交流展「鳥取藩池田家32万石」展示中に撮影。

写真19：信濃大掾藤原忠国玉纏太刀式の太刀拵（鳥取県指定保護文化財）
　　　　【写真提供】鳥取県立博物館
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写真21：金小札朱糸威胴丸具足
　　　　【写真提供】鳥取県立博物館

写真22：金小札朱糸威胴丸具足（兜アップ）
　　　　平成26年度交流展
　　　　「鳥取藩池田家32万石」展示中に撮影。
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